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一
は
じ
め
に

昨
年
六
月
、
刑
の
一
部
執
行
猶
予
導
入
に
関
す
る
刑
法
一
部
改
正
法
が
成
立
し
た （
１
）。
ま
も
な
く
、
現
行
の
刑
の
執
行
猶
予
は
「
全
部
執

行
猶
予
」
に
名
称
を
変
え
、
裁
判
所
が
三
年
以
下
の
懲
役
・
禁
錮
の
言
渡
し
に
際
し
、
そ
の
一
部
の
刑
の
執
行
を
一
年
以
上
五
年
以
下
の

期
間
猶
予
す
る
こ
と
が
可
能
と
な
る
。
新
し
い
制
度
が
導
入
さ
れ
る
今
、
立
ち
止
ま
っ
て
そ
の
歴
史
を
振
り
返
る
の
は
有
益
な
こ
と
で
あ

る
。
刑
の
執
行
を
猶
予
す
る
制
度
の
本
質
は
い
か
な
る
と
こ
ろ
に
あ
る
の
か
、
歴
史
は
そ
れ
に
つ
い
て
考
え
る
素
材
を
提
供
し
て
く
れ
る
。

執
行
猶
予
の
制
度
理
解
の
な
か
で
歴
史
的
に
重
要
な
時
期
は
い
く
つ
か
挙
げ
ら
れ
る
も
の
の
、
本
稿
で
は
ひ
と
ま
ず
、
最
も
古
い
制
度
導

入
の
時
期
に
焦
点
を
当
て
、
後
の
時
代
に
研
究
を
す
す
め
て
い
く
足
掛
か
り
と
し
た
い （
２
）。

執
行
猶
予
導
入
の
歴
史
を
ど
の
よ
う
に
観
察
す
る
か
は
、
「
刑
の
執
行
猶
予
」
の
意
味
を
如
何
に
認
識
す
る
か
に
よ
っ
て
い
く
つ
か
の

見
方
が
あ
る
だ
ろ
う （
３
）。
広
く
、
刑
を
免
じ
る
制
度
と
し
て
理
解
す
る
場
合
、
そ
の
起
源
は
近
代
以
前
に
求
め
ら
れ
、
現
在
の
恩
赦
に
相
当

す
る
制
度
は
古
代
律
令
に
ま
で
遡
っ
て
存
在
し
て
い
た
事
実 （
４
）が
指
摘
で
き
る
。
本
稿
で
は
新
し
い
制
度
の
開
始
に
あ
わ
せ
て
示
唆
を
得
る

こ
と
を
主
眼
と
し
て
、
現
行
刑
法
に
規
定
さ
れ
た
刑
の
執
行
猶
予
の
条
文 （
５
）の
沿
革
を
、
直
接
的
に
た
ど
る
こ
と
が
で
き
る
時
期
に
焦
点
を

当
て
て
立
法
の
詳
細
を
検
討
し
て
い
く
。

二
導
入
を
め
ぐ
る
初
期
の
議
論

刑
の
執
行
猶
予
の
起
源
は
い
か
な
る
と
こ
ろ
に
求
め
ら
れ
る
の
か
。
刑
の
執
行
猶
予
に
関
す
る
法
律
が
日
本
で
最
初
に
導
入
さ
れ
た
の

は
、
明
治
三
十
八
年
（
一
九
〇
五
）
の
こ
と
で
あ
る
。
同
四
十
一
年
の
現
行
刑
法
施
行
前
の
一
般
刑
法
典
で
あ
る
旧
刑
法
（
明
治
十
三
年
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七
月
十
七
日
太
政
官
第
三
六
号
布
告
・
同
十
五
年
一
月
一
日
施
行
）
に
は
、
刑
の
執
行
猶
予
に
関
す
る
条
文
は
存
在
し
な
い
。
こ
の
こ
と

は
、
旧
刑
法
制
定
後
か
ら
特
別
法
制
定
ま
で
の
間
に
刑
の
執
行
猶
予
に
関
す
る
法
律
の
立
案
が
検
討
さ
れ
て
い
く
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

旧
刑
法
の
改
正
案
と
し
て
帝
国
議
会
に
提
出
さ
れ
た
最
初
の
法
案
は
、
「
明
治
二
十
三
年
刑
法
改
正
案
」
で
あ
る
。
し
か
し
、
同
案
に
は

執
行
猶
予
に
関
す
る
規
定
は
見
当
た
ら
な
い
。
管
見
の
及
ぶ
限
り
で
認
め
ら
れ
る
最
初
期
の
草
案
は
、
後
掲
の
明
治
二
十
五
年
に
司
法
省

法
律
取
調
委
員
会
で
起
案
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
同
案
は
、
同
省
参
事
官
横
田
国
臣
の
主
導
で
起
草
さ
れ
た
こ
と
で
知
ら
れ
て
い
る （
６
）が
、

横
田
は
別
の
機
会
に
、
刑
の
執
行
猶
予
は
「
万
国
刑
法
会
議
」
で
採
用
が
決
定
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
て
、
導
入
に
賛
成
で
あ
る
旨
を
述
べ

て
い
る （
７
）。
そ
こ
で
、
ま
ず
は
当
時
の
国
際
会
議
の
影
響
を
視
野
に
入
れ
な
が
ら
、
最
初
期
の
草
案
に
つ
い
て
検
討
し
て
い
く
。

（一）

刑
事
法
を
め
ぐ
る
国
際
会
議
と
日
本

横
田
国
臣
の
発
言
と
し
て
記
録
さ
れ
た
「
万
国
刑
法
会
議
」
と
は
、
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
ろ
う
か
。
考
え
ら
れ
う
る
も
の
は
二
つ
あ

る
。
一
つ
は
日
本
の
開
国
以
前
に
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
そ
の
母
体
が
組
織
さ
れ
、
現
在
の
犯
罪
防
止
及
び
犯
罪
者
の
処
遇
に
関
す
る
国
際
連
合

会
議
に
引
き
継
が
れ
る
国
際
監
獄
会
議

T
h
e
In

tern
a
tio

n
a
l
P
riso

n
C
o
n
g
ress
（
８
）で
あ
り
、
も
う
一
つ
は
明
治
二
十
二
年
（
一
八
八
九
）

に
設
立
さ
れ
た
国
際
刑
事
学
協
会
In

tern
a
tio

n
a
le

K
rim

in
a
listisch

e
V
erein

ig
u
n
g

（
９
）で
あ
る
。

１
国

際
監

獄
会

議

�

開
催
の
経
緯

国
際
監
獄
会
議
は
、
各
国
の
自
由
刑
の
処
遇
を
統
一
す
る
た
め
に
組
織
さ
れ
た
会
議
体
で
あ
る
。
設
立
の
経
緯
に
つ

い
て
は
、
正
木
亮
「
国
際
監
獄
会
議
」 （

�）に
詳
し
い
。
以
下
、
正
木
氏
の
研
究
を
中
心
に
そ
の
概
略
を
ま
と
め
る
。
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周
知
の
よ
う
に
、
ベ
ッ
カ
リ
ー
ア

C
esa

re
B
ecca

ria
が
一
七
六
四
年
に
表
し
た
『
犯
罪
と
刑
罰
』

・D
ei

d
elitti

e
d
elle

p
en

e・
の
影

響
に
よ
っ
て
、
拘
禁
刑
の
需
要
が
高
ま
る
こ
と
と
な
る
が
、
一
方
で
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
諸
国
で
は
監
獄
内
で
の
処
遇
方
法
が
国
に
よ
っ
て
異

な
る
状
況
が
懸
念
さ
れ
た
。
犯
罪
の
原
因
・
動
機
は
ど
こ
の
国
で
も
同
じ
と
こ
ろ
に
帰
す
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
自
由
刑
の
処
遇
が
統
一

さ
れ
て
い
な
い
の
は
矛
盾
し
て
い
る
。
刑
罰
の
目
的
は
犯
罪
人
の
改
善
に
あ
り
、
改
善
施
設
と
し
て
監
獄
を
改
良
す
る
た
め
に
は
、
制
度

に
関
す
る
争
論
が
一
つ
に
ま
と
ま
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
以
上
の
目
的
で
、
一
八
四
六
年
、
ド
イ
ツ
の
フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト
・
ア
ム
・
マ

イ
ン
に
お
い
て
ド
イ
ツ
・
オ
ラ
ン
ダ
・
ベ
ル
ギ
ー
・
フ
ラ
ン
ス
・
デ
ン
マ
ー
ク
・
イ
ギ
リ
ス
の
学
者
・
実
務
家
に
よ
る
国
際
的
な
会
議
が

開
か
れ
た
。
し
か
し
、
会
議
は
三
回
で
一
時
中
断
し
、
そ
の
後
、
独
自
の
監
獄
改
良
を
進
め
て
き
た
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
が
中
心
と
な
っ
て

会
議
を
再
興
、
一
八
七
二
年
（
明
治
五
）
、
ロ
ン
ド
ン
に
お
い
て
正
式
な
第
一
回
国
際
監
獄
会
議
が
開
催
さ
れ
る
。
次
い
で
、
一
八
七
八

年
ス
ト
ッ
ク
ホ
ル
ム
に
て
第
二
回 （

�）、
一
八
八
五
年
ロ
ー
マ
に
て
第
三
回
会
議
が
お
こ
な
わ
れ
た
。
同
会
議
で
は
、
第
一
回
刑
事
人
類
学
会

が
同
時
開
催
さ
れ
て
い
る （

�）。
国
際
刑
事
学
協
会
の
設
立
者
の
一
人
で
あ
る
ハ
メ
ル

G
era

rd
v
a
n
H
a
m
elは
、
こ
の
会
議
で
の
報
告
準
備

の
際
、
リ
ス
ト

F
ra

n
z
v
o
n
L
isztの

論
考
に
感
銘
を
受
け
、
交
誼
を
結
ぶ
よ
う
に
な
っ
た
と
伝
え
ら
れ
る （

�）。

�

刑
の
執
行
猶
予
に
関
す
る
議
論
と
日
本
代
表
の
派
遣
第
四
回
以
降
の
国
際
監
獄
会
議
は
、
そ
れ
ま
で
と
一
線
を
画
す
る
こ
と
と
な
っ

た
。
従
来
の
関
心
は
、
監
獄
で
の
拘
禁
や
囚
人
の
処
遇
方
法
な
ど
自
由
刑
執
行
の
「
輪
郭
」
を
定
め
る
こ
と
に
あ
っ
た
が
、
第
三
回
会
議

が
イ
タ
リ
ア
で
開
催
さ
れ
た
こ
と
も
あ
っ
て
、
執
行
の
目
的
、
犯
罪
行
為
に
至
っ
た
犯
人
の
個
別
的
原
因
に
関
す
る
観
察
、
そ
の
観
察
に

基
づ
い
た
執
行
方
法
な
ど
、
自
由
刑
の
内
実
に
触
れ
た
検
討
が
お
こ
な
わ
れ
る
よ
う
に
変
化
し
た
の
で
あ
る
。
第
四
回
会
議
、
す
な
わ
ち

一
八
九
〇
年
（
明
治
二
十
三
）
、
ロ
シ
ア
の
サ
ン
ク
ト
ペ
テ
ル
ブ
ル
ク
で
開
催
さ
れ
た
会
議
は
、
本
稿
に
お
い
て
重
要
な
位
置
づ
け
に
あ

る
。
そ
れ
は
、
同
会
議
に
お
い
て
初
め
て
、
刑
の
執
行
猶
予
（
当
時
は
「
条
件
付
判
決
」
と
呼
称
）
と
い
う
考
え
方
が
議
題
と
し
て
取
り
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上
げ
ら
れ （

�）、
ま
た
、
日
本
が
初
め
て
国
際
監
獄
会
議
に
委
員
を
派
遣
し
た
の
も
、
こ
の
会
議
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
。

第
四
回
サ
ン
ク
ト
ペ
テ
ル
ブ
ル
ク
国
際
監
獄
会
議
に
提
出
さ
れ
た
執
行
猶
予
に
関
す
る
議
案
は
、
当
時
の
日
本
で
次
の
よ
う
に
翻
訳
・

紹
介
さ
れ
て
い
る
。

第
四
問

左
に
掲
く
る
二
法
を
刑
律
中
に
加
ふ
る
に
は
如
何
な
る
種
類
の
犯
罪
に
対
し
如
何
な
る
条
件
を
以
て
如
何
な
る
場
合
に
之
を
用
ふ
る
を
可
と
す

る
や一
裁
判
官
は
犯
罪
人
に
対
し
て
単
に
勤
戒
を
加
へ
別
に
処
刑
の
申
渡
を
為
す
こ
と
な
し
是
を
勤
戒
法
と
為
す

二
裁
判
官
は
犯
罪
人
に
対
し
て
罰
金
禁
錮
其
他
の
刑
を
申
渡
す
と
雖
も
其
犯
罪
人
に
し
て
再
ひ
罪
を
犯
す
に
至
ら
さ
れ
は
前
に
申
渡
し
た
る
刑
を
執

行
す
る
こ
と
な
し
是
を
処
刑
停
止
法
と
為
す

本
問
題
に
就
て
は
立
法
部
及
ひ
総
会
議
に
於
て
討
議
を
遂
け
た
る
の
後
其
決
議
を
猶
予
す
る
こ
と
を
宣
告
せ
り （

�）

正
木
氏
の
研
究
に
よ
れ
ば
、
議
案
を
提
出
し
た
の
は
リ
ス
ト
と
キ
ル
ヘ
ン
ハ
イ
ム

A
rth

u
r
v
o
n
K
irch

en
h
eim （

�）で
、
右
史
料
に
み
え
る

通
り
最
終
的
に
議
論
が
留
保
さ
れ
る
ま
で
に
、
論
点
が
次
の
四
点
に
整
理
さ
れ
て
い
る （

�）。
①
短
期
自
由
刑
の
弊
害
は
、
執
行
方
法
の
改
良

に
よ
っ
て
取
り
除
く
こ
と
が
で
き
る
か
、
②
①
が
不
可
能
で
あ
る
場
合
、
短
期
自
由
刑
に
代
え
て
譴
責
ま
た
は
条
件
付
判
決
を
導
入
す
る

こ
と
は
有
益
で
あ
る
か
、
③
条
件
付
判
決
は
軽
罪
ま
た
は
重
罪
の
場
合
に
も
許
さ
れ
る
か
、
④
条
件
付
判
決
に
よ
っ
て
贖
罪
す
べ
き
犯
罪

の
定
義
を
立
法
す
る
に
当
り
、
被
害
団
体
並
に
公
の
法
律
意
識
を
要
求
す
る
各
個
人
に
対
す
る
応
報
観
念
を
含
ん
だ
法
規
を
作
る
べ
き
か
。

採
決
の
結
果
、
条
件
付
判
決
を
原
則
と
す
る
か
ど
う
か
に
つ
い
て
は
三
一
票
対
二
二
票
で
採
決
さ
れ
、
重
罪
に
認
め
る
か
ど
う
か
に
つ
い

て
は
二
二
票
対
二
八
票
（
三
票
棄
権
）
で
不
採
決
と
な
り
、
軽
罪
に
つ
い
て
は
二
九
票
対
二
〇
票
（
四
票
棄
権
）
で
採
決
さ
れ
た
。
な
お
、

会
議
の
前
々
年
に
ベ
ル
ギ
ー
で
、
翌
年
に
は
フ
ラ
ン
ス
に
お
い
て
特
別
法
に
よ
る
刑
の
執
行
猶
予
が
導
入
さ
れ
て
い
る （

�）。
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サ
ン
ク
ト
ペ
テ
ル
ブ
ル
ク
会
議
に
参
加
し
た
の
は
二
五
ヶ
国
総
計
五
六
四
名
で
、
こ
の
時
日
本
は
国
際
監
獄
会
議
に
初
参
加
し
、
ロ
シ

ア
公
使
西
徳
次
郎
と
公
使
館
書
記
官
一
名 （

�）を
派
遣
し
た
。
政
府
代
表
が
外
交
官 （

�）で
、
な
お
か
つ
従
来
の
議
論
を
踏
ま
え
ず
に
提
出
さ
れ
た

日
本
の
議
題
は
、
各
国
参
列
者
の
失
笑
を
買
っ
た
と
い
わ
れ
る （

�）。
し
か
し
、
「
こ
の
会
議
に
加
わ
っ
た
こ
と
自
体
に
お
い
て
、
我
が
行
刑

学
界
の
前
途
に
光
明
を
齎
ら
し
た
こ
と
も
亦
事
実
で
あ
る
」

（

�）。

一
八
九
五
年
（
明
治
二
十
八
）
の
第
五
回
パ
リ
会
議
で
は
、
議
案
の
提
出
量 （

�）や
出
席
者
数
（
八
〇
八
名
）
が
著
し
く
増
加
し
、
ポ
ル
ト

ガ
ル
や
ル
ー
マ
ニ
ア
、
ニ
カ
ラ
グ
ア
等
新
し
く
刑
法
学
者
や
行
政
官
を
派
遣
し
た
国
も
多
数
あ
っ
た
。
一
方
で
、
ド
イ
ツ
の
大
学
・
自
由

学
派
代
表
者
の
列
席
は
無
か
っ
た
。
日
本
側
の
出
席
代
表
者
は
、
前
回
の
反
省
を
踏
ま
え
て
内
務
省
監
獄
課
長
の
小
河
滋
次
郎 （

�）が
派
遣
さ

れ
て
い
る
。
な
お
、
前
回
会
議
以
降
、
日
本
の
監
獄
学
は
急
激
な
変
化
を
遂
げ
る
。
現
在
の
矯
正
協
会
の
前
身
で
明
治
二
十
一
年
に
設
立

さ
れ
た
大
日
本
監
獄
協
会
は
海
外
に
対
す
る
日
本
の
刑
罰
制
度
の
紹
介
を
積
極
的
に
お
こ
な
い （

�）、
ま
た
、
明
治
二
十
七
年
に
イ
ギ
リ
ス
と

の
間
に
締
結
さ
れ
た
日
英
通
商
航
海
条
約
は
明
治
三
十
二
年
を
期
と
し
て
日
本
の
法
権
回
復
を
定
め
、
監
獄
に
お
け
る
外
国
人
の
処
遇
問

題
を
現
実
の
も
の
と
し
て
、
さ
ら
な
る
改
良
が
課
題
と
な
っ
て
い
た （

�）。

パ
リ
会
議
で
の
刑
の
執
行
猶
予
に
つ
い
て
は
、
次
の
よ
う
な
決
議
が
あ
っ
た
。

第
六
問

法
律
は
、
如
何
な
る
種
類
の
、
刑
法
違
犯
に
対
し
、
如
何
な
る
条
件
、
及
、
如
何
な
る
程
度
を
以
て
、
左
の
方
法
を
、
採
用
す
る
こ
と
を
可
と

す
る
か
、

（
イ
）
裁
判
官
が
、
非
行
を
な
し
た
る
者
に
、
刑
の
宣
告
の
代
り
に
、
告
戒
又
は
教
訓
を
為
す
の
方
法
、

（
ロ
）
裁
判
官
が
、
罰
金
又
は
禁
錮
、
或
は
其
の
他
の
刑
を
宣
告
す
と
雖
も
、
犯
罪
者
、
更
に
、
復
、
処
罰
を
受
け
ざ
る
間
は
、
其
の
刑
を
適
用
す

べ

か
ら
ず
と
宣
告
し
て
、
其
の
執
行
を
停
止
す
る
の
方
法
、

明治三十八年「刑ノ執行猶予ニ関スル法律」（法律第七〇号）について
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部
会
議
の
議
決
、
刑
法
上
に
於
て
、
裁
判
官
が
、
告
戒
、
及
、
宣
告
後
、
刑
の
執
行
停
止
を
適
用
す
る
は
、
殆
、
同
一
の
結
果
に
導
く
べ
し
、
故
に
刑
の

執
行
停
止
に
、
尚
、
告
戒
を
加
ふ
る
の
要
な
し
と
す
、

初
会
議
（
初
犯
か

筆
者
註
）
に
、
刑
の
執
行
停
止
を
適
用
す
る
の
能
力
を
、
刑
事
裁
判
所
に
付
与
す
る
の
法
律
は
、
最
、
知
ら
れ
た
る
善
良
の
規

定
な
り
と
す
、

総
会
議
の
議
決
、
部
会
議
に
同
じ
、 （

�）

執
行
猶
予
の
是
非
に
つ
い
て
、
そ
の
後
の
国
際
監
獄
会
議
で
目
立
っ
た
議
論
は
み
ら
れ
な
い
。

２
国

際
刑

事
学

協
会

一
八
八
九
年
に
結
成
さ
れ
た
国
際
刑
事
学
協
会
は
、
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
大
学
教
授
の
ハ
メ
ル
、
マ
ー
ル
ブ
ル
ク
大
学
教
授
の
リ
ス
ト
、

ブ
リ
ュ
ッ
セ
ル
大
学
教
授
の
プ
リ
ン
ス

A
d
o
lp
h
e
P
rin

sに
よ
っ
て
組
織
さ
れ
た
国
際
的
な
刑
事
法
の
研
究
組
織
で
あ
る
。
本
会
議
に
は

日
本
人
委
員
を
派
遣
し
た
記
録
が
無
い （

�）が
、
当
時
の
文
献
に
も
国
際
刑
事
学
協
会
の
会
誌
か
ら
の
引
用
が
見
ら
れ
、
学
会
の
影
響
は
少
な

く
と
も
間
接
的
に
日
本
に
及
ん
で
い
る
と
考
え
て
差
し
支
え
な
い
で
あ
ろ
う （

�）。

ブ
リ
ュ
ッ
セ
ル
の
ア
カ
デ
ミ
ー
宮

P
a
la
is

d
es

A
ca
d
� m

iesで
開
催
さ
れ
た
第
一
回
セ
ッ
シ
ョ
ン
で
は
、
前
年
に
ベ
ル
ギ
ー
で
実
施
さ

れ
た
執
行
猶
予
に
関
す
る
特
別
法
の
是
非
に
つ
い
て
、
刑
法
体
系
に
組
み
入
れ
る
こ
と
を
他
国
の
立
法
者
に
奨
励
で
き
る
か
ど
う
か
に
関

す
る
議
論
の
場
が
設
け
ら
れ
た
。
こ
れ
は
、
大
会
報
告
の
第
一
議
題
と
し
て
扱
わ
れ
、
報
告
に
あ
た
っ
た
の
は
、
プ
リ
ン
ス （

�）と
イ
ン
ス
ブ

ル
ッ
ク
大
学
教
授
の
ラ
ン
マ
ッ
シ
ュ

H
ein

rich
L
a
m
m
a
sch
（

�）で
あ
る
。
な
お
、
同
会
議
で
の
他
の
議
題
は
、
軽
微
な
侵
害
に
対
す
る
拘

禁
刑
以
外
の
手
段
、
再
犯
防
止
対
策
、
非
行
少
年
の
処
遇
に
つ
い
て
で
あ
る
。

プ
リ
ン
ス
は
都
市
化
に
伴
う
人
口
密
集
地
域
の
増
加
が
治
安
の
悪
化
を
促
し
た
こ
と
と
公
衆
衛
生
に
対
す
る
関
心
の
高
ま
り
が
新
た
な
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法
律
違
反
行
為
を
創
出
し
た
こ
と
に
つ
い
て
言
及
し
、
警
察
権
力
の
介
入
が
か
つ
て
の
何
倍
も
個
人
に
強
い
影
響
力
を
及
ぼ
す
時
代
で
あ

る
こ
と
を
指
摘
し
た
。
微
罪
で
あ
っ
て
も
所
属
す
る
社
会
階
級

cla
sse

so
cia

leに
よ
っ
て
罰
金
刑
を
科
す
こ
と
が
で
き
ず
、
短
期
自
由

刑
の
言
渡
し
が
多
い
現
状
を
憂
い
、
特
に
労
働
者
階
級

p
ro

l� ta
ireに

と
っ
て
前
科
は
生
活
手
段
を
失
う
こ
と
を
意
味
す
る
と
い
う （

�）。
次

い
で
沿
革
に
つ
い
て
述
べ
、
執
行
猶
予
の
淵
源
は
古
代
ま
で
遡
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
の
、
直
接
的
な
成
文
法
と
し
て
は
一
八
四
一
年
の

イ
タ
リ
ア
・
サ
ル
デ
ニ
ア
で
導
入
さ
れ
、
後
の
統
一
刑
法
典
で

R
ip
ren

sio
n
e
G
iu
d
izia

le（
裁
判
所
に
よ
る
譴
責
）
と
し
て
定
着
し
た （

�）。

フ
ラ
ン
ス
で
は
こ
れ
を
元
老
院
議
員
の
ベ
ラ
ン
ジ
ェ

R
en

�
B
� ren

g
er
が
発
展
さ
せ
新
た
な
法
案
が
生
み
出
さ
れ
た
が
、
最
初
に
実
現

し
た
の
は
一
八
八
八
年
の
ベ
ル
ギ
ー
に
お
い
て
で
あ
る
。
執
行
猶
予
は
単
な
る
譴
責
や
警
告
と
異
な
り
、
一
定
期
間
刑
の
執
行
を
延
期
し
、

執
行
さ
れ
る
脅
威
を
も
っ
て
よ
り
強
力
な
再
犯
の
抑
制

frein
と
な
る
。
猶
予
の
対
象
と
な
る
罪
種
に
つ
い
て
は
、
民
事
と
関
連
の
あ
る

犯
罪
、
軽
微
な
詐
欺
や
窃
盗
、
侮
辱
、
暴
力
行
為
、
そ
し
て
威
嚇
効
果
が
十
分
保
た
れ
る
法
律
違
反
の
大
部
分
で
あ
る
、
と
い
う
。
以
降
、

国
際
刑
事
学
協
会
で
は
、
執
行
猶
予
の
是
非
を
め
ぐ
っ
て
様
々
な
議
論
が
重
ね
ら
れ
た
。

３
同

時
代

の
日

本
の

学
界

に
お

け
る

論
説

国
際
的
に
自
由
刑
に
代
替
す
る
猶
予
の
制
度
に
対
す
る
関
心
が
高
ま
る
な
か
で
、
日
本
に
お
い
て
も
時
を
同
じ
く
し
て
、
監
獄
改
良
と

累
犯
対
策
を
主
た
る
理
由
と
し
て
「
条
件
付
判
決
」
制
度
の
導
入
が
主
張
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
管
見
の
及
ぶ
限
り
、
明
治
二
十
五
年

（
一
八
九
二
）
の
時
点
で
、『
大
日
本
監
獄
協
会
雑
誌
』
に
は
短
期
自
由
刑
の
弊
害
と
そ
れ
に
代
わ
る
制
度
と
し
て
「
条
件
付
裁
判
」
を
導

入
し
て
い
る
諸
外
国
の
議
論
が
紹
介
さ
れ （

�）、
次
い
で
『
国
家
学
会
雑
誌
』
に
も
詳

細
の
論

考
が
寄
せ
ら
れ
た
。

長
島

鷲
太
郎
「
監
獄
改
良

ト
刑
法
改

正
」
（
明
治
二
十

六
年
） （

�）は
、
統

計
的
に
刑
罰
の
大
多

数
を

占
め
る
の
は
短
期
自
由
刑
で
あ
る
が
、
そ
の
効
力
は

薄
弱
で

財
政

負
担
が
大
き
い
と
の
理
由
か
ら
、「

附
条
件
判
決
」
を
採

用
す
べ
き
で
あ
る
と
主
張
し
た
。
曲

木
如
長
「
監
獄
事

業
の
大

体
」（
明
治
二
十
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七
年
） （

�）で
は
監
獄
の
不
備
が
指
摘
さ
れ
、
「
監
獄
ニ
入
ル
ト
キ
ハ
却
ツ
テ
前
ヨ
リ
一
層
悪
ク
ナ
ル
ニ
ヨ
リ
成
ル
ベ
ク
監
獄
ニ
入
レ
ザ
ル
ヤ

ウ
」
犯
罪
予
防
の
策
を
講
じ
る
必
要
性
を
説
い
て
い
る
。
岡
田
朝
太
郎
「
累
犯
者
ヲ
減
ズ
ル
一
策
」
（
明
治
二
十
七
年
） （

�）は
、
累
犯
増
加

対
策
と
し
て
、「
条
件
附
刑
期
延
長
ノ
法
」
と
「
条
件
附
刑
ノ
執
行
猶
予
」
を
併
用
す
べ
き
で
あ
る
と
提
案
し
、「
罪
ア
レ
バ
刑
ナ
カ
ル
可

ラ
ズ
ト
イ
フ
原
則
（
犯
罪
必
罰

筆
者
註
）
ヲ
守
ル
ニ
過
ギ
テ
初
犯
者
中
或
者
ヲ
獄
ニ
投
ス
レ
ハ
敢
テ
累
犯
者
ヲ
養
成
ス
ル
ニ
均
シ
キ

悪
結
果
ア
ル
ニ
注
意
セ
ザ
ル
」
こ
と
が
累
犯
増
加
の
要
因
と
な
っ
て
い
る
、
と
述
べ
、
監
獄
改
良
と
は
別
個
の
問
題
と
し
て
執
行
猶
予
制

度
の
導
入
を
論
じ
た
。

（二）

起
案
の
開
始

以
上
述
べ
た
背
景
の
も
と
で
、
刑
の
執
行
猶
予
に
関
す
る
立
案
が
な
さ
れ
て
い
る
。
執
行
猶
予
は
始
め
特
別
法
と
し
て
導
入
さ
れ
た
が
、

制
定
ま
で
の
間
、
議
論
そ
の
も
の
は
刑
法
草
案
の
一
規
定
と
し
て
お
こ
な
わ
れ
た
。
以
下
、
現
行
刑
法
制
定
の
歴
史
を
概
観
し
な
が
ら
、

初
期
の
執
行
猶
予
に
関
す
る
草
案
を
検
討
す
る
。

１
現

行
刑

法
制

定
史

概
観

現
行
刑
法
制
定
の
経
緯
は
、
草
案
の
内
容
お
よ
び
作
成
さ
れ
た
機
関
、
人
的
構
成
等
を
も
と
に
次
の
四
期
に
区
分
さ
れ
る （

�）。
第
一
期
は
、

明
治
十
五
年
一
月
一
日
か
ら
施
行
さ
れ
た
旧
刑
法
と
、
明
治
憲
法
お
よ
び
明
治
刑
事
訴
訟
法
（
旧
刑
法
と
同
日
施
行
さ
れ
た
治
罪
法
の
改

正
法
）
の
発
布
を
踏
ま
え
て
司
法
省
が
起
案
し
た
「
明
治
二
十
三
年
刑
法
改
正
案
」（
四
編
四
一
四
条
）
を
第
一
回
帝
国
議
会
に
提
出
し
、

議
決
を
経
ず
し
て
帝
国
議
会
の
会
期
が
終
了
す
る
ま
で
。
第
二
期
は
、
明
治
二
十
五
年
一
月
、
司
法
省
に
設
置
さ
れ
た
刑
法
改
正
審
査
委
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員
会
に
お
い
て
「
明
治
三
十
年
案
」
が
成
立
し
、
同
三
十
二
年
法
典
調
査
会 （

�）に
改
正
作
業
が
引
き
継
が
れ
、「
刑
法
改
正
案
」（
二
編
三
〇

〇
条
、
明
治
三
十
三
年
頃
成
立
）
が
作
成
さ
れ
る
ま
で
。
第
三
期
は
、
明
治
三
十
四
年
第
一
五
回
帝
国
議
会
か
ら
連
続
三
度
に
わ
た
っ
て

刑
法
改
正
案
が
帝
国
議
会
に
提
出
さ
れ
る
が
、
審
議
未
了
の
ま
ま
閉
会
と
な
る
ま
で （

�）。
第
四
期
は
、
明
治
三
十
八
年
二
月
「
刑
ノ
執
行
猶

予
及
免
除
ニ
関
ス
ル
法
律
案
」
が
第
二
一
回
帝
国
議
会
に
提
出
さ
れ
若
干
の
修
正
を
経
て
可
決
、
さ
ら
に
翌
年
司
法
省
法
律
取
調
委
員
会

に
お
い
て
完
成
し
た
「
刑
法
改
正
案
」
（
二
編
二
六
五
条
）
が
第
二
三
回
帝
国
議
会
に
提
出
さ
れ
、
両
院
を
通
過
、
現
行
刑
法
が
公
布
・

施
行
さ
れ
る
ま
で
、
で
あ
る
。
本
稿
で
扱
う
執
行
猶
予
に
関
す
る
規
定
の
立
案
は
、
第
二
期
以
降
に
お
こ
な
わ
れ
て
い
る
。

２
最

初
期

の
草

案

「
刑
法
改
正
審
査
委
員
会
決
議
録
刑
法
草
案
総
則
」
に
残
さ
れ
た
最
初
期
の
草
案
は
、
次
の
通
り
。

第
四
節
刑
ノ
執
行
猶
予

第
三
七
条

初
犯
ニ
シ
テ
懲
役
又
ハ
禁
錮
六
月
以
下
ノ
言
渡
ヲ
受
ケ
タ
ル
者
ニ
付
テ
ハ
情
状
ニ
従
ヒ
裁
判
宣
告
ノ
日
ヨ
リ
五
年
間
其
執
行
ヲ
猶
予
ス
ル
コ

ト
ヲ
得
但
シ
併
セ
テ
執
行
ス
可
キ
懲
役
又
ハ
禁
錮
ハ
之
ヲ
通
算

第
三
八
条

初
犯
ニ
シ
テ
罰
金
ノ
言
渡
ヲ
受
ケ
限
内
納
完
ス
ル
コ
ト
能
ハ
サ
ル
為
メ
定
役
ニ
服
ス
ヘ
キ
モ
ノ
ニ
付
テ
ハ
其
日
数
ノ
如
何
ニ
係
ハ
ラ
ス
又
前

条
ノ
規
定
ニ
従
ヒ
其
執
行
ヲ
猶
予
ス
ル
コ
ト
ヲ
得

第
三
九
条

禁
錮
又
ハ
懲
役
六
月
以
上
ニ
処
セ
ラ
レ
タ
ル
者
ト
雖
モ
他
人
ニ
直
接
ナ
ル
損
害
ヲ
生
セ
サ
ル
事
件
又
ハ
財
産
ニ
対
ス
ル
犯
罪
ニ
シ
テ
其
損
害

ノ
全
部
ヲ
賠
償
シ
タ
ル
事
件
ニ
付
キ
自
首
減
等
セ
ラ
レ
タ
ル
ト
キ
ハ
又
第
三
七
条
ノ
規
定
ニ
従
ヒ
其
執
行
ヲ
猶
予
ス
ル
コ
ト
ヲ
得

第
四
〇
条

行
刑
ノ
猶
予
ハ
検
事
ノ
申
立
ニ
因
リ
又
ハ
裁
判
官
ノ
職
権
ヲ
以
テ
刑
ノ
言
渡
確
定
ス
ル
ニ
至
ル
マ
テ
何
時
ニ
テ
モ
裁
判
所
ニ
於
テ
之
ヲ
決
定

ス罰
金
ノ
言
渡
ヲ
受
ケ
タ
ル
者
ノ
定
役
猶
予
ハ
罰
金
ヲ
納
完
ス
ル
コ
ト
能
ハ
サ
ル
ト
キ
検
事
ノ
申
立
ニ
因
リ
裁
判
所
ニ
於
テ
之
ヲ
決
定
ス

明治三十八年「刑ノ執行猶予ニ関スル法律」（法律第七〇号）について

11



81

第
四
一
条
刑
ノ
執
行
猶
予
ヲ
得
タ
ル
者
ハ
剥
奪
公
権
モ
亦
之
ヲ
猶
予
ス

第
四
二
条
刑
ノ
執
行
猶
予
ノ
期
間
内
更
ニ
重
罪
ヲ
犯
サ
ヽ
ル
ト
キ
ハ
其
猶
予
セ
ラ
レ
タ
ル
刑
ノ
執
行
ヲ
免
除
ス

第
四
三
条
刑
ノ
執
行
猶
予
ノ
期
間
内
更
ニ
重
罪
ヲ
犯
シ
タ
ル
ト
キ
ハ
当
然
後
刑
ト
共
ニ
前
刑
ヲ
執
行
ス （

�）

第
一
回
帝
国
議
会
に
提
出
さ
れ
た
「
明
治
二
十
三
年
刑
法
改
正
案
」
が
、
審
議
を
経
ず
し
て
閉
会
と
な
る
（
第
一
期
）
と
、
明
治
二
十

五
年
一
月
、
司
法
省
は
刑
法
改
正
審
査
委
員
を
任
命
し
、
立
案
・
審
査
を
担
当
さ
せ
た
。
当
初
は
、
司
法
省
参
事
官
横
田
国
臣
、
判
事
亀

山
貞
義
、
司
法
大
臣
秘
書
曲
木
如
長
、
司
法
省
参
事
官
馬
場
愿
治
で
構
成
さ
れ
て
い
た
委
員
会
は
、
翌
月
再
編
成
さ
れ
、
委
員
長
に
司
法

省
総
務
局
長
三
好
退
蔵
を
置
き
、
司
法
省
参
事
官
倉
富
勇
三
郎
、
検
事
古
賀
廉
造
、
検
事
石
渡
敏
一
を
委
員
に
追
加
し
、
検
事
森
順
正
に

刑
法
改
正
取
調
兼
務
を
命
じ
た
。
そ
の
と
き
の
議
事
録
が
「
刑
法
改
正
審
査
委
員
会
決
議
録
」
で
あ
る
。
司
法
省
で
成
立
し
た
草
案
は
、

先
述
の
よ
う
に
横
田
国
臣 （

�）主
導
の
も
と
で
作
成
さ
れ
た
と
言
わ
れ
、
俗
に
横
田
案
な
ど
と
も
称
さ
れ
る
。
史
料
は
、
右
に
提
示
し
た
個
々

の
条
文
の
後
に
、
そ
の
規
定
が
成
立
す
る
過
程
で
生
じ
た
議
論
の
内
容
を
「（
理
由
）」
と
し
て
明
示
し
て
あ
る
。
随
所
に
委
員
の
名
前
が

散
見
さ
れ
る
が
、
各
学
説
が
誰
の
主
張
に
よ
る
も
の
か
は
不
明
で
あ
る
。
執
行
猶
予
に
関
す
る
会
議
が
行
わ
れ
た
の
は
、
明
治
二
十
五
年

五
月
か
ら
七
月
に
か
け
て
で
、
全
四
回
、
第
二
三
回
（
明
治
二
十
五
年
五
月
四
日
）
に
導
入
の
可
否
等
お
よ
び
草
案
三
七
・
三
八
条
に
つ

い
て
、
第
二
四
・
二
五
回
（
同
年
六
月
二
十
四
日
・
七
月
一
日
、
二
回
一
括
の
記
録
）
に
草
案
三
九
・
四
〇
条
に
つ
い
て
、
第
二
六
回

（
同
年
七
月
六
日
）
に
草
案
四
一
～
四
三
条
に
つ
い
て
検
討
さ
れ
て
い
る
。

３
具

体
的

な
議

論
の

内
容

次
に
、
史
料
に
基
づ
い
て
各
条
文
の
起
案
の
段
階
で
問
題
と
な
っ
た
点
を
整
理
し
て
い
く
。
ま
ず
、
執
行
猶
予
制
度
導
入
の
可
否
と
そ

成蹊法学81号 論 説
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の
形
式
に
つ
い
て
、
執
行
猶
予
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
も
試
験
中
の
も
の
で
批
判
的
な
見
解
も
あ
る
こ
と
か
ら
、
導
入
そ
の
も
の
を
否
定
し
、

あ
る
い
は
刑
法
典
で
は
な
く
特
別
法
と
し
て
制
定
す
る
べ
き
で
あ
る
と
の
見
解
が
示
さ
れ
た
。
し
か
し
、
短
期
自
由
刑
の
言
渡
し
を
受
け

た
者
を
入
獄
さ
せ
る
の
は
、
刑
の
目
的
を
貫
徹
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
だ
け
で
な
く
、
「
本
人
ヲ
シ
テ
倍
々
悪
習
ニ
深
マ
シ
ム
ル
」
恐
れ

が
あ
り
、
ま
た
、
貧
困
を
理
由
と
す
る
犯
罪
者
を
入
獄
さ
せ
る
こ
と
は
む
し
ろ
貧
し
さ
を
助
長
さ
せ
、
刑
の
効
果
を
発
揮
し
な
い
、
よ
っ

て
情
状
に
よ
り
行
刑
を
猶
予
で
き
る
「
便
法
」
は
必
要
で
あ
る
、
と
し
て
、
主
と
し
て
短
期
自
由
刑
の
弊
害
回
避
と
い
う
理
由
が
強
調
さ

れ
た
。

次
い
で
、
諸
条
の
審
議
に
入
る
。
初
期
草
案
三
七
条
成
立
の
背
景
に
は
、
次
の
議
論
が
あ
っ
た
。
猶
予
期
間
を
五
年
と
し
た
の
は
、
刑

の
時
効
の
年
限
を
基
準
と
し
た
か
ら
で
あ
る （

�）。
行
状
方
正
で
罪
を
犯
す
こ
と
な
く
猶
予
期
間
を
経
過
し
た
と
き
は
、
時
効
に
倣
い
、
執
行

の
必
要
が
な
い
と
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
ま
た
、
拘
留
の
言
渡
し
を
受
け
た
者
に
も
執
行
猶
予
を
付
す
べ
き
で
あ
る
と
の
主
張
が
な
さ

れ
た
が
、
拘
留
は
軽
微
で
刑
期
の
短
い
も
の
、
特
に
行
刑
猶
予
を
与
え
る
ほ
ど
の
必
要
が
あ
る
も
の
で
は
な
い
と
の
こ
と
で
、
拘
留
は
猶

予
の
対
象
か
ら
外
さ
れ
た
。
上
限
を
六
月
と
す
る
こ
と
に
つ
い
て
、
特
に
議
論
の
記
録
は
無
い
。

三
八
条
に
関
し
て
、
罰
金
刑
の
換
刑
と
し
て
の
労
役
場
留
置
の
処
分
は
、
経
験
則
に
よ
っ
て
実
益
が
否
定
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
執

行
猶
予
の
対
象
と
さ
れ
た
。

三
九
条
に
関
し
て
は
、
議
論
が
紛
糾
し
た
跡
が
み
え
る
。
そ
も
そ
も
、
執
行
猶
予
は
短
期
自
由
刑
の
弊
害
を
除
く
た
め
の
制
度
で
あ
っ

て
、
六
月
「
以
上
」
の
刑
の
言
渡
し
を
受
け
た
者
は
、
た
と
え
そ
の
犯
罪
が
他
人
に
直
接
の
損
害
を
生
じ
さ
せ
な
い
も
の
ま
た
は
財
産
犯

で
自
首
減
等
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
て
も
、
「
犯
状
」
は
決
し
て
軽
く
は
な
い
。
か
つ
、
賠
償
額
の
多
寡
で
執
行
猶
予
に
付
す
べ
き
か
ど
う

か
が
決
定
さ
れ
る
の
は
、
犯
罪
の
情
状
に
よ
っ
て
執
行
猶
予
を
付
す
と
の
趣
旨
に
悖 は
い戻 れ

いす
る
。
こ
う
し
た
批
判
に
対
し
て
、
そ
も
そ
も
獄
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中
の
苦
役
を
必
要
と
し
な
い
者
に
対
し
て
入
獄
を
強
い
る
の
は
、
本
人
は
も
ち
ろ
ん
国
家
の
た
め
に
も
避
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
刑
期

が
六
月
以
上
の
者
で
あ
っ
て
も
、
他
の
普
通
犯
と
は
犯
状
の
異
な
る
、
他
人
に
直
接
の
損
害
を
生
じ
さ
せ
な
い
犯
罪
ま
た
は
財
産
犯
で
損

害
の
全
部
を
賠
償
し
自
首
減
等
さ
れ
た
者
か
ら
、
情
状
の
重
い
者
を
除
い
て
「
外
ニ
於
テ
其
行
為
ヲ
検
束
セ
シ
ム
ル
」
こ
と
は
必
要
で
あ

る （

�）、
と
の
意
見
が
述
べ
ら
れ
た
。
議
論
は
「
交
々
論
駁
」
沸
騰
し
決
議
に
は
至
ら
ず
、
再
議
が
決
定
さ
れ
た （

�）。
審
議
に
あ
た
っ
て
は
、

「
便
宜
的
ノ
主
義
」
と
の
関
係
が
指
摘
さ
れ
て
い
る （

�）。
訴
追
に
裁
量
が
認
め
ら
れ
る
の
で
あ
れ
ば
、
そ
も
そ
も
上
限
を
六
月
に
限
る
必
要

が
あ
る
の
か
と
い
う
。

同
条
は
、
法
典
調
査
会
以
降
の
草
案
に
は
出
現
し
な
い
が
、
被
害
者
な
き
犯
罪
や
財
産
犯
で
全
額
弁
償
さ
れ
自
首
減
軽
が
適
用
さ
れ
た

者
は
、
短
期
自
由
刑
を
超
え
て
、
「
情
状
」
に
よ
り
執
行
猶
予
付
判
決
の
言
渡
し
が
可
能
で
あ
る
と
す
る
基
準
が
示
さ
れ
た
。
こ
れ
は
、

三
七
条
に
示
さ
れ
た
上
限
六
月
の
刑
期
要
件
を
全
く
取
り
除
く
規
定
で
あ
る
。
こ
う
し
た
猶
予
の
基
準
は
ど
こ
か
ら
捻
出
さ
れ
た
の
か
。

明
治
二
十
五
年
の
刑
事
司
法
統
計
に
よ
れ
ば
、
軽
罪
の
裁
判
で
扱
っ
た
人
員
数
が
最
も
多
い
の
が
窃
盗
の
七
二
八
二
五
人
、
次
い
で
賭
博

四
五
五
二
九
人
、
監
視
規
則
違
背
一
六
七
八
三
人
で
あ
り
、
軽
罪
の
人
員
数
（
一
八
二
五
九
一
人
）
上
位
を
占
め
て
い
る （

�）。
こ
の
う
ち
、

全
体
の
三
割
を
占
め
る
賭
博
や
監
視
規
則
違
背
は
具
体
的
・
直
接
的
被
害
が
な
い
犯
罪
行
為
で
あ
る
こ
と
が
多
い
。
監
視
規
則
違
背
そ
の

も
の
は
前
科
欠
格
に
よ
っ
て
執
行
猶
予
の
要
件
か
ら
外
れ
る
も
の
の
訴
追
裁
量
可
能
な
「
繊
微
ノ
罪
」
と
し
て
認
識
さ
れ
て
お
り （

�）、
「
他

人
ニ
直
接
ナ
ル
損
害
ヲ
生
セ
サ
ル
事
件
」
に
対
し
て
短
期
自
由
刑
の
上
限
を
超
え
て
執
行
猶
予
可
能
と
し
た
の
は
、
こ
う
し
た
事
情
が
影

響
し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
。
ま
た
、
旧
刑
法
に
規
定
さ
れ
た
独
特
な
自
首
規
定
を
削
除
す
る
動
き
と
の
関
係
も
指
摘
で
き
る
。
旧
刑
法

に
は
、
財
産
犯
の
自
首
に
対
し
て
次
の
よ
う
な
特
別
の
必
要
的
減
軽
規
定
が
存
在
し
た
。
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第
八
六
条

財
産
ニ
対
ス
ル
罪
ヲ
犯
シ
タ
ル
者
自
首
シ
テ
其
贓
物
ヲ
還
給
シ
損
害
ヲ
賠
償
シ
タ
ル
時
ハ
自
首
減
等
ノ
外
仍
ホ
本
刑
ニ
二
等
ヲ
減
ス
其
全
部

ヲ
還
償
セ
ス
ト
雖
モ
半
数
以
上
ヲ
還
償
シ
タ
ル
時
ハ
一
等
ヲ
減
ス

右
は
既
遂
と
未
遂
で
顕
著
に
不
合
理
な
刑
が
言
い
渡
さ
れ
る
な
ど
問
題
の
多
い
規
定
で
あ
っ
て
、
明
治
二
十
三
年
刑
法
改
正
案
の
段
階
で

す
で
に
削
除
す
る
方
針
が
示
さ
れ
て
い
る （

�）。
し
か
し
、
猶
予
の
基
準
を
立
案
す
る
に
あ
た
っ
て
、
自
首
し
て
贓
物
を
本
主
に
還
付
し
た
者

は
犯
罪
の
悪
事
を
「
悔
悟
」
し
た
者
と
看
做
し
て
、
六
月
を
超
え
る
自
由
刑
で
あ
っ
て
も
執
行
猶
予
を
可
能
に
し
た
の
は
、
律
の
精
神
を

裁
量
に
委
ね
る
余
地
を
残
し
た
と
考
え
ら
れ
る （

�）。

諸
条
の
立
案
理
由
に
戻
る
。
四
〇
条
に
関
し
て
、
検
事
の
み
が
執
行
猶
予
を
決
定
す
る
の
で
は
な
く
、
裁
判
官
に
も
裁
量
権
が
付
与
さ

れ
た
。

四
一
条
に
関
し
て
、
付
加
の
剥
奪
公
権 （

�）刑
の
猶
予
に
つ
い
て
は
否
定
的
な
見
解
が
多
く
述
べ
ら
れ
た
が
、
主
刑
の
執
行
を
猶
予
し
付
加

刑
の
み
執
行
す
る
こ
と
は
不
道
理
で
あ
る
こ
と
、
お
よ
び
猶
予
期
間
内
に
犯
罪
行
為
が
な
か
っ
た
と
き
は
、
主
刑
付
加
刑
と
も
に
免
除
さ

れ
る
と
す
る
の
が
「
行
刑
猶
予
法
」
で
あ
る
と
し
て
、
剥
奪
公
権
も
猶
予
さ
れ
る
よ
う
に
決
定
さ
れ
た
。

四
二
条
に
関
し
て
、
同
案
で
「
重
罪
」
と
い
う
の
は
、
拘
留
・
科
料
以
外
の
刑
に
処
せ
ら
れ
た
も
の
を
指
す （

�）。
猶
予
期
間
を
無
事
に
経

過
し
た
場
合
の
効
果
に
つ
い
て
は
、
条
件
付
判
決
と
す
る
か
、
刑
の
執
行
を
免
除
す
る
こ
と
に
留
め
る
か
議
論
が
あ
っ
た
。
前
者
は
、
執

行
猶
予
の
目
的
は
犯
罪
者
の
改
良
に
ほ
か
な
ら
な
い
、
ゆ
え
に
本
人
に
さ
ら
な
る
「
美
良
」
な
る
よ
う
導
き
、
か
つ
、
罪
を
犯
し
て
生
活

す
る
よ
り
も
罪
を
犯
さ
ず
し
て
生
活
す
る
方
が
得
で
あ
る
こ
と
を
教
え
る
こ
と
が
肝
要
で
あ
る
。
単
に
そ
の
執
行
を
免
除
す
る
だ
け
で
は

猶
予
期
間
経
過
後
の
再
犯
で
刑
が
加
重
さ
れ
る
、
他
の
法
令
に
よ
り
前
科
に
よ
る
営
業
上
等
の
妨
害
を
受
け
る
こ
と
が
あ
る
、
前
科
を
抹
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消
し
な
け
れ
ば
「
自
暴
自
棄
の
念
」
を
起
こ
さ
せ
る
お
そ
れ
が
あ
る
、
と
主
張
さ
れ
た
。
一
方
、
後
者
で
は
、
再
犯
の
戒
め
の
た
め
前
科

を
残
す
の
は
必
要
で
あ
る
、
犯
し
た
罪
蹟
を
湮
滅
さ
せ
る
こ
と
は
容
易
で
は
な
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
僅
か
に
裁
判
官
の
考
え
に
よ
っ
て

そ
の
罪
蹟
を
湮
滅
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
と
す
る
の
は
不
都
合
で
あ
る
、
無
罪
と
同
視
す
る
場
合
に
は
没
収
が
で
き
な
い
等
が
主
張
さ
れ

た
。
本
条
も
再
議
の
対
象
と
さ
れ
た
が
、
後
者
に
決
定
し
て
い
る （

�）。

四
三
条
に
つ
い
て
は
、
特
に
議
論
は
記
録
さ
れ
て
い
な
い
。

４
母

法
に

つ
い

て

以
上
述
べ
た
議
論
を
経
て
草
案
は
完
成
し
た
。
次
に
、
具
体
的
な
外
国
法
の
影
響
に
つ
い
て
検
討
し
て
い
く
。

「
刑
法
改
正
審
査
委
員
会
決
議
録
」
の
史
料
冒
頭
に
は
、
「
各
国
刑
法
参
照
」
と
い
う
表
が
残
さ
れ
て
い
る
。
本
表
は
、
刑
法
草
案
の

各
条
文
に
関
係
・
対
応
す
る
各
国
（
ド
イ
ツ
、
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
、
ハ
ン
ガ
リ
ー
、
イ
タ
リ
ア
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
、
ベ
ル
ギ
ー
、
一
八
九
三

年
フ
ラ
ン
ス
刑
法
草
案
、
オ
ラ
ン
ダ
お
よ
び
日
本
の
旧
刑
法
）
の
条
文
番
号
を
列
挙
し
た
も
の
で
あ
る （

�）。
た
だ
し
、
い
つ
の
時
点
で
の
刑

法
草
案
と
対
比
し
た
も
の
で
あ
る
か
に
つ
い
て
は
不
明
で
、
ま
た
、
使
用
さ
れ
た
諸
外
国
刑
法
の
翻
訳
本
の
所
在
も
定
か
で
は
な
い
。
刑

の
執
行
猶
予
に
つ
い
て
は
、
三
三
～
三
九
条
に
対
応
す
る
外
国
刑
法
の
表
が
作
成
さ
れ
て
い
る
。
条
数
に
変
化
は
な
く
、
初
期
草
案
の
三

〇
～
四
三
条
に
相
当
す
る
内
容
が
規
定
さ
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
三
三
条
に
は
イ
タ
リ
ア
刑
法
二
六
・
二
七
条
お
よ
び
フ
ラ
ン
ス
刑

法
草
案
六
七
条
、
三
四
～
三
七
条
ま
で
は
提
示
さ
れ
て
お
ら
ず
、
三
八
条
に
は
仏
草
六
九
条
、
三
九
条
に
は
仏
草
六
八
条
が
示
さ
れ
て
い

る
。イ
タ
リ
ア
刑
法
に
つ
い
て
は
、
明
治
二
十
三
年
に
曲
木
如
長
が
司
法
省
で
翻
訳
し
た
一
八
八
九
年
ザ
ナ
ル
デ
リ
刑
法
典
が
残
さ
れ
て
い

る
。

成蹊法学81号 論 説
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第
二
六
条

法
律
ニ
定
メ
タ
ル
刑
カ
禁
獄
又
ハ
拘
留
一
ヶ
月
、
監
視
追
放
三
ヶ
月
若
ク
ハ
罰
金
、
科
料
ノ
三
百
「
リ
ー
レ
」
ヲ
超
過
セ
ス
シ
テ
酌
量
減
軽

ノ
情
状
ア
ル
ト
キ
及
ヒ
犯
人
カ
毫
モ
犯
罪
ノ
為
メ
刑
ニ
処
セ
ラ
レ
タ
ル
コ
ト
ナ
ク
又
ハ

�違
ニ
触
レ
テ
拘
留
一
月
以
上
ノ
刑
ニ
処
セ
ラ
レ
タ
ル
コ
ト
ナ

キ
ト
キ
ハ
裁
判
所
ニ
於
テ
其
宣
告
セ
ラ
レ
タ
ル
刑
ニ
代
フ
ル
ニ
裁
判
上
ノ
譴
責
ヲ
以
テ
ス
ル
コ
ト
ヲ
得

裁
判
上
ノ
譴
責
ハ
本
人
ノ
特
別
ナ
ル
条
件
及
ヒ
所
為
ノ
状
況
ニ
該
当
シ
タ
ル
告
戒
ヲ
為
ス
モ
ノ
ニ
シ
テ
裁
判
所
ニ
於
テ
ハ
其
犯
シ
タ
ル
法
律
ト
犯
罪
ノ

結
果
ト
ニ
関
シ
公
廷
ニ
於
テ
犯
人
ニ
之
ヲ
言
渡
ス
モ
ノ
ト
ス

犯
人
若
シ
譴
責
ノ
為
メ
ニ
定
メ
タ
ル
裁
判
所
ノ
公
廷
ニ
出
席
セ
サ
ル
カ
又
ハ
譴
責
シ
テ
之
ヲ
受
ケ
サ
ル
ト
キ
ハ
本
罪
ノ
裁
判
宣
告
書
ニ
定
メ
タ
ル
刑
ヲ

科
ス

第
二
七
条

前
条
ニ
記
載
シ
タ
ル
場
合
ニ
於
テ
ハ
犯
人
ハ
自
ラ
其
義
務
ヲ
尽
サ
ヽ
ル
ヘ
カ
ラ
ス
而
シ
テ
裁
判
官
ニ
於
テ
至
当
ト
思
料
ス
ル
ト
キ
ハ
犯
罪
ニ

付
テ
ハ
二
年
、

�違
ニ
付
テ
ハ
一
年
以
下
ノ
期
限
ヲ
裁
判
宣
告
書
ニ
定
メ
以
テ
他
ノ
罪
ヲ
犯
ス
ニ
当
リ
裁
判
所
ノ
見
込
ニ
依
リ
適
当
ナ
ル
連
帯
保
証
人

一
名
又
ハ
二
名
ヲ
シ
テ
科
料
ノ
名
義
ニ
於
ケ
ル
一
定
ノ
金
額
ヲ
納
付
セ
シ
ム
ル
モ
ノ
ト
ス
但
更
ラ
ニ
罪
ヲ
犯
ス
ニ
当
リ
法
律
ニ
定
メ
タ
ル
刑
ヲ
適
用
ス

ル
ハ
此
限
ニ
ア
ラ
ス

証
人
ノ
資
格
ヲ
判
定
ス
ル
ハ
裁
判
官
ノ
権
ニ
属
ス

犯
人
若
シ
此
義
務
ヲ
履
行
セ
ス
又
ハ
適
当
ノ
保
証
人
ヲ
差
出
サ
ヽ
ル
ト
キ
ハ
其
裁
判
宣
告
書
ニ
定
メ
タ
ル
刑
ヲ
適
用
ス （

�）

右
は
、
プ
リ
ン
ス
が
国
際
刑
事
学
協
会
第
一
回
大
会
で
言
及
し
た
イ
タ
リ
ア
の
譴
責
法
で
あ
る
。
そ
も
そ
も
、
自
由
刑
に
代
替
す
る
制
度

と
し
て
譴
責
か
条
件
付
判
決
か
と
い
う
の
は
、
国
際
監
獄
会
議
で
も
た
び
た
び
議
論
さ
れ
た
が
、
日
本
は
譴
責
制
度
を
採
用
せ
ず
、
イ
タ

リ
ア
刑
法
の
骨
子
が
初
期
草
案
に
及
ぼ
し
た
影
響
は
小
さ
い
。
し
か
し
、
プ
リ
ン
ス
の
言
に
よ
れ
ば
右
譴
責
法
が
執
行
猶
予
の
出
発
点
と

認
識
さ
れ
て
お
り
、
起
草
に
あ
た
っ
て
条
文
が
参
照
に
供
さ
れ
た
こ
と
は
自
然
な
こ
と
と
い
え
る
。
と
り
わ
け
、
猶
予
判
断
の
基
準
を
初

犯
以
外
に
「
情
状
」
に
求
め
た
こ
と
は
、
イ
タ
リ
ア
法
に
依
拠
し
て
い
る
と
み
て
よ
い
と
考
え
る
。
現
行
制
度
は
裁
判
所
が
猶
予
の
判
断

を
選
択
す
る
に
あ
た
っ
て
「
情
状
」
に
よ
る
と
明
文
化
さ
れ
て
い
る （

�）が
、
当
時
の
各
国
刑
法
に
お
い
て
前
科
の
有
無
の
ほ
か
に
情
状
の
み

明治三十八年「刑ノ執行猶予ニ関スル法律」（法律第七〇号）について
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を
選
択
基
準
と
し
て
掲
げ
る
の
は
、
イ
タ
リ
ア
だ
け
で
あ
る （

�）。

一
八
九
三
年
フ
ラ
ン
ス
刑
法
草
案
に
つ
い
て
は
、
当
時
の
日
本

語
訳
は
見
つ
け
ら
れ
な
か
っ
た
が
、
仏
文
は
国
際
刑
事
学
協
会
会

誌
よ
り
入
手
可
能
で
あ
る （

�）。
同
草
案
第
五
章
に
は
、
特
赦
、
刑
の

執
行
猶
予
、
仮
釈
放
に
関
す
る
規
定
が
置
か
れ
た
。
執
行
猶
予
に

つ
い
て
は
、
第
二
節
六
七
～
六
九
条
ま
で
、
上
掲
の
規
定
が
置
か

れ
て
い
る
。
右
の
翻
訳
は
筆
者
に
よ
る
。

猶
予
期
間
経
過
後
の
効
果
に
つ
い
て
は
、
当
時
の
現
行
法
制
は

ベ
ル
ギ
ー
で
も
フ
ラ
ン
ス
で
も
刑
の
言
渡
し
を
失
効
す
る
旨
の
規

定
が
あ
っ
た
が
、
こ
の
点
に
つ
い
て
は
史
料
に
み
え
る
通
り
議
論

が
分
か
れ
、
最
終
的
に
刑
の
執
行
免
除
制
が
採
用
さ
れ
た
。
背
景

に
は
仏
草
案
六
九
条
の
影
響
が
あ
っ
た
と
み
て
よ
い
だ
ろ
う
。
同

六
八
条
と
類
似
の
規
定
も
初
期
草
案
に
は
見
え
て
お
り
、
当
時
の

フ
ラ
ン
ス
法
の
影
響
は
少
な
く
と
も
執
行
猶
予
の
初
期
草
案
に
関

し
て
は
大
き
い
も
の
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る （

�）。

成蹊法学81号 論 説
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§2.--Dusursis�l・ex�cution.

Art.67.--Letribunalpeut,lorsqu・il

prononceunepeineinf�rieureou�gale�

troismoisd・emprisonnementouded�-

tentioncontreuninculp�n・ayantpasen-

core�t�condamn�pouruncrimeou

d�lit, ordonner qu・il sera sursis �

l・ex�cutiondecettepeine.

第２節 刑執行の猶予

67条 裁判所は、三月以下の懲役

または禁錮の言渡しをする場合、被

告人が前に重罪・軽罪の有罪判決を

受けたことがなければ、刑の執行猶

予を命令することができる。

Art.68.--Lesursisestr�voqu�de

plein droitsi,dansled�laidetrois

ann�es,lecondamn�commetunnouveau

crimeouunnouveaud�litpassiblede

l・emprisonnmentoudelad�tention.

Danscecas,lapremi�recondamnation

serasubiesansconfusionaveclaseconde.

68条 執行猶予の言渡しは、三年

間のうちに有罪宣告を受けた者が新

たに懲役禁錮を科しうる重罪・軽罪

を犯した場合は、すべて取り消される。

その場合、最初の宣告は次と混同

されることなく執行される。

Art.69.--La condamnation sera

consid�r�ecommeex�cut�e,s・iln・estpas

prononc�denouvellecondamnationdans

lestermesdupr�sentarticle.

69条 前条の期間新たに刑の言渡

しを受けなければ、刑は執行された

ものと看做される。
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（三）
明
治
三
十
年
案

司
法
省
で
は
さ
ら
な
る
議
論
が
あ
り
、
次
の
明
治
三
十
年
案
が
完
成
し
た
。

第
三
節
刑
ノ
執
行
ノ
猶
予
及
ヒ
免
除

第
三
〇
条

初
犯
ニ
シ
テ
懲
役
又
ハ
禁
錮
六
月
以
下
ノ
言
渡
ヲ
受
ケ
タ
ル
者
ニ
付
テ
ハ
情
状
ニ
因
リ
裁
判
言
渡
ノ
日
ヨ
リ
時
効
ノ
期
間
内
其
執
行
ヲ
猶
予

ス
ル
コ
ト
ヲ
得

第
三
一
条

初
犯
ニ
シ
テ
罰
金
ノ
言
渡
ヲ
受
ケ
納
完
ス
ル
コ
ト
能
ハ
サ
ル
為
メ
留
置
ス
可
キ
者
ニ
付
テ
ハ
其
日
数
ノ
如
何
ニ
拘
ハ
ラ
ス
前
条
ノ
規
定
ニ
従

ヒ
時
効
ノ
期
間
内
其
執
行
ヲ
猶
予
ス
ル
コ
ト
ヲ
得
但
懲
役
又
ハ
禁
錮
ヲ
執
行
ス
可
キ
者
ニ
付
テ
ハ
此
限
ニ
在
ラ
ス

第
三
二
条

懲
役
又
ハ
禁
錮
六
月
以
上
ニ
処
セ
ラ
レ
タ
ル
者
ト
雖
モ
他
人
ノ
生
命
、
身
体
又
ハ
自
由
ニ
直
接
ナ
ル
損
害
ヲ
生
セ
サ
ル
事
件
又
ハ
財
産
ニ
対

ス
ル
犯
罪
ニ
シ
テ
其
損
害
ノ
全
部
ヲ
賠
償
シ
タ
ル
事
件
ニ
付
キ
自
首
減
軽
セ
ラ
レ
タ
ル
ト
キ
ハ
第
三
十
条
ノ
規
定
ニ
従
ヒ
其
執
行
ヲ
猶
予
ス
ル
コ
ト
ヲ

得

第
三
三
条
刑
ノ
執
行
猶
予
ハ
刑
ノ
執
行
前
検
事
ノ
申
立
ニ
因
リ
裁
判
所
之
ヲ
決
定
ス
此
場
合
ニ
於
テ
ハ
其
決
定
ア
ル
マ
テ
刑
ノ
執
行
ヲ
停
止
ス

第
三
四
条
剥
奪
公
権
ヲ
科
シ
又
ハ
監
視
ニ
付
セ
ラ
レ
タ
ル
者
ニ
付
テ
ハ
第
三
十
条
乃
至
第
三
十
二
条
ノ
規
定
ヲ
適
用
セ
ス

第
三
五
条
刑
ノ
執
行
猶
予
ノ
期
間
内
更
ニ
罰
金
以
外
ノ
刑
ニ
該
ル
可
キ
重
罪
ヲ
犯
サ
サ
ル
ト
キ
ハ
其
猶
予
セ
ラ
レ
タ
ル
刑
ノ
執
行
ヲ
免
除
ス

第
三
六
条
刑
ノ
執
行
猶
予
ノ
期
間
内
更
ニ
罰
金
以
外
ノ
刑
ニ
該
ル
可
キ
重
罪
ヲ
犯
シ
タ
ル
ト
キ
ハ
当
然
後
刑
ト
共
ニ
前
刑
ヲ
執
行
ス （

�）

猶
予
期
間
経
過
後
の
効
果
を
有
罪
判
決
の
消
滅
で
は
な
く
刑
の
執
行
免
除
と
し
、
仮
出
獄
と
同
節
内
に
規
定
が
置
か
れ
た
。
初
期
草
案
と

の
大
き
な
違
い
は
、
三
三
条
で
執
行
猶
予
に
は
必
ず
検
事
の
申
立
て
を
必
要
と
し
た
こ
と
と
三
四
条
で
剥
奪
公
権
・
監
視
が
併
科
さ
れ
た

明治三十八年「刑ノ執行猶予ニ関スル法律」（法律第七〇号）について
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場
合
を
適
用
除
外
と
し
た
こ
と
で
あ
る
。
ま
た
、
同
節
三
九
条
に
は
拘
留
に
対
す
る
仮
出
場
の
規
定
が
置
か
れ
た （

�）。
本
改
正
案
は
裁
判
官
・

弁
護
士
会
等
に
配
布
さ
れ
、
広
く
一
般
の
意
見
が
集
め
ら
れ
た
。

三
明
治
三
十
八
年
「
刑
ノ
執
行
猶
予
ニ
関
ス
ル
法
律
」
成
立
ま
で

次
に
、
現
行
刑
法
制
定
過
程
に
お
け
る
第
二
期
後
半
か
ら
第
四
期
前
半
ま
で
を
検
討
す
る
。

（一）

法
典
調
査
会
で
の
議
論

１
「

刑
法

聯
合

会
議

事
速

記
録

」
に

み
る

議
論

明
治
三
十
二
年
、
刑
法
草
案
起
草
に
関
わ
る
権
限
は
司
法
省
か
ら
法
典
調
査
会
に
移
さ
れ
、
第
三
部
が
作
業
に
あ
た
っ
た
。
第
三
部
長

は
横
田
国
臣
、
起
草
委
員
は
倉
富
勇
三
郎
、
石
渡
敏
一
、
古
賀
廉
造
の
三
名
で
、
い
ず
れ
も
司
法
省
で
経
験
の
あ
る
人
物
で
あ
る
。
草
案

の
審
議
に
あ
た
る
第
三
部
の
委
員
に
は
、
穂
積
陳
重
、
富
井
政
章
、
高
木
豊
三
、
小
河
滋
次
郎
、
都
筑
馨
六
ら
二
十
名
が
任
命
さ
れ
た （

�）。

会
議
の
内
容
は
、
「
刑
法
聯
合
会
議
事
速
記
録
」
で
知
る
こ
と
が
で
き
る
。
本
史
料
に
は
、
明
治
三
十
二
年
六
月
六
日
か
ら
明
治
三
十
三

年
五
月
二
十
三
日
に
か
け
て
の
全
十
回 （

�）の
記
録
が
残
さ
れ
て
お
り
、
第
一
回
会
議
に
お
い
て
、
改
正
の
基
本
方
針
と
し
て
司
法
省
で
完
成

し
た
「
明
治
三
十
年
案
」
を
土
台
に
改
正
案
を
作
成
す
る
こ
と
が
決
定
さ
れ
た （

�）。
刑
の
執
行
猶
予
に
つ
い
て
は
、
「
聯
甲
第
五
号
一
刑

ノ
執
行
猶
予
法
ハ
之
ヲ
設
ケ
サ
ル
ヲ
可
ト
ス
ル
乎
」
と
し
て
、
第
三
回
会
議
（
明
治
三
十
二
年
十
月
二
十
三
日
）
お
よ
び
第
四
回
会
議

（
同
月
二
十
五
日
） （

�）で
の
議
論
が
あ
る
。

成蹊法学81号 論 説
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刑
法
聯
合
会
議
で
は
、
起
草
委
員
が
執
行
猶
予
の
制
度
に
関
す
る
趣
旨
説
明
を
お
こ
な
っ
た
。
犯
罪
必
罰
に
よ
る
不
当
な
結
果
に
対
す

る
個
別
的
事
情
に
応
じ
た
刑
の
言
渡
し
お
よ
び
短
期
自
由
刑
の
弊
害
に
対
す
る
改
善
目
的
の
達
成
の
二
点
が
、
倉
富
か
ら
述
べ
ら
れ
た
。

た
だ
し
倉
富
自
身
は
執
行
猶
予
に
反
対
し
て
い
る
。
刑
の
威
嚇
力
を
損
な
う
の
で
は
な
い
か
、
情
状
判
断
に
は
被
告
人
の
経
済
状
態
が
影

響
す
る
の
で
は
な
い
か
、
監
獄
の
改
良
が
遅
れ
て
し
ま
う
の
で
は
な
い
か
、
と
い
っ
た
点
を
危
惧
す
る （

�）。
執
行
猶
予
は
新
し
い
制
度
で
あ

り
、
日
本
は
後
進
国
な
の
だ
か
ら
、
利
害
が
ま
だ
明
瞭
で
な
い
も
の
を
他
国
に
先
駆
け
て
実
施
し
て
後
で
悔
い
る
よ
り
も
、
も
う
少
し
様

子
を
見
て
か
ら
で
も
遅
く
は
な
い
の
で
は
な
い
か
と
い
う
。
こ
れ
に
対
し
て
同
じ
く
起
草
委
員
で
あ
る
古
賀
は
、
監
獄
費
の
節
減
と
再
犯

の
予
防
と
い
う
二
点
か
ら
賛
成
論
を
展
開
し
た
。
監
獄
費
が
大
幅
に
節
約
さ
れ
る
と
い
う
点
を
説
き
な
が
ら
、
刑
罰
の
目
的
は
、
隔
離

（
「
遮
断
法
」
）
と
改
善
更
生
（
「
改
良
ノ
手
段
」
）
に
あ
る
と
し
、
入
獄
さ
せ
な
く
て
も
本
人
が
す
で
に
改
心
し
て
い
る
の
で
あ
れ
ば
、
監

獄
に
繋
が
な
い
方
法
で
改
良
を
促
す
の
が
よ
い （

�）。
さ
ら
に
、
ベ
ル
ギ
ー
で
は
裁
判
官
の
濫
用
が
指
摘
さ
れ
た
の
で
、
検
事
の
請
求
を
ま
っ

て
始
め
て
言
渡
す
こ
と
と
し
た
、
と
述
べ
て
い
る （

�）。
仮
出
獄
と
の
権
衡
や
西
洋
の
制
度
沿
革
に
言
及
し
な
が
ら
、
全
く
無
経
験
な
制
度
で

も
な
く
、
監
獄
費
が
削
減
さ
れ
、
囚
人
を
改
良
す
る
こ
と
が
で
き
る
、
刑
罰
と
し
て
の
威
嚇
力
に
つ
い
て
も
、
再
犯
に
よ
る
取
消
と
い
う

ひ
と
つ
の
「
鏈
」
が
付
い
て
い
る
、
と
反
論
し
た
。
な
お
、
古
賀
の
「
監
獄
費
の
削
減
」
と
い
う
財
政
事
情
に
基
づ
く
導
入
の
提
言
は
厳

し
い
批
判
を
受
け
、
後
日
、
短
期
自
由
刑
の
弊
害
（
生
活
の
改
善
や
職
業
教
授
の
時
間
が
限
ら
れ
る
等
）
に
改
め
た
が
、
辻
褄
合
わ
せ
に

も
み
え
る
理
由
付
け
は
攻
撃
の
対
象
と
な
っ
た
。

こ
の
他
注
目
す
べ
き
意
見
と
し
て
は
、
富
井
が
猶
予
期
間
を
無
事
に
経
過
し
た
後
の
効
果
を
、
刑
の
執
行
の
免
除
で
は
な
く
、
条
件
付

判
決
に
改
め
る
べ
き
で
あ
る
と
主
張
し
て
い
る
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る
。
た
と
え
刑
を
執
行
し
な
く
て
も
事
件
は
裁
判
所
に
出
る
か
ら
「
世

間
ニ
公
ニ
為
ル
」
、
そ
れ
に
加
え
て
「
終
始
脅
カ
ス
終
始
長

イ
間

恐
怖
」
を

伴
い
、
こ
れ
は
無

形
で
あ
る
が
な
か
な
か
大
き
な

一
種
の
刑
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で
あ
る
、
長
い
間
品
行
方
正
な
ら
ば
判
決
の
効
力
を
失
わ
せ
た
方
が
よ
い
と
思
う
、
と
述
べ
た （

�）。
反
対
意
見
も
あ
っ
た
が
最
終
的
に
刑
の

執
行
猶
予
の
導
入
は
決
定
さ
れ
た
。

２
法

典
調

査
会

会
議

日
誌

と
明

治
三

十
三

年
「

刑
法

改
正

案
」

の
成

立

法
典
調
査
会
に
は
、
前
に
検
討
し
た
「
刑
法
聯
合
会
議
事
速
記
録
」
の
ほ
か
、
会
議
日
誌
が
残
さ
れ
て
お
り
、
個
々
の
条
文
に
対
す
る

修
正
理
由
を
う
か
が
え
る
。
明
治
三
十
二
年
十
一
月 （

�）の
記
録
で
は
、
猶
予
期
間
を
無
事
に
経
過
し
た
場
合
の
効
果
に
つ
い
て
意
見
が
対
立

し
、
倉
富
・
石
渡
は
原
案
を
維
持
す
る
刑
の
執
行
免
除
制
を
支
持
し
、
都
筑
・
富
井
は
判
決
の
言
渡
し
を
失
効
す
べ
き
だ
と
主
張
し
た
。

審
議
の
結
果
、
都
筑
・
富
井
の
説
が
受
け
入
れ
ら
れ
、
刑
の
言
渡
は
（
当
然
）
消
滅
す
る
こ
と
に
決
定
さ
れ
た （

�）。
翌
月
二
十
五
日
に
は
、

古
賀
の
提
案
に
よ
り
前
科
欠
格
の
要
件
を
狭
め
る
こ
と
が
検
討
さ
れ
、
「
罰
金
以
外
ノ
刑
ニ
処
セ
ラ
レ
タ
ル
コ
ト
ナ
ク
シ
テ
云
々
」
の
文

言
が
追
加
さ
れ
た
。
猶
予
期
間
に
つ
い
て
は
、
五
年
に
固
定
す
べ
き
で
あ
る
と
主
張
さ
れ
た
が
、
倉
富
の
提
案
に
よ
り
一
年
以
上
五
年
以

下
の
範
囲
で
裁
量
に
委
ね
る
こ
と
と
採
決
さ
れ
た
。
倉
富
は
さ
ら
に
、
前
科
欠
格
の
要
件
を
設
定
す
る
の
で
あ
れ
ば
、
権
衡
を
保
つ
た
め

に
、
主
刑
満
期
後
十
年
以
上
を
経
過
し
た
者
は
前
に
一
度
刑
事
処
分
を
受
け
た
者
で
あ
っ
て
も
刑
の
執
行
猶
予
を
認
め
る
こ
と
を
提
案
し
、

そ
の
よ
う
に
修
正
さ
れ
た （

�）。
以
上
を
受
け
て
成
立
し
た
の
が
、
左
の
明
治
三
十
三
年
「
刑
法
改
正
案
」（
二
編
三
〇
八
条
）
で
あ
る
。

第
三
節
刑
ノ
執
行
ノ
猶
予
及
ヒ
免
除

第
三
三
条

左
ニ
記
載
シ
タ
ル
者
禁
錮
一
年
又
ハ
懲
役
六
月
以
下
ノ
言
渡
ヲ
受
ケ
タ
ル
ト
キ
ハ
情
状
ニ
因
リ
裁
判
確
定
ノ
日
ヨ
リ
一
年
以
上
五
年
以
下
ノ

期
間
内
其
執
行
ヲ
猶
予
ス
ル
コ
ト
ヲ
得

一
前
ニ
罰
金
以
外
ノ
重
罪
ノ
刑
ニ
処
セ
ラ
レ
タ
ル
コ
ト
ナ
キ
者

二
前
ニ
罰
金
以
外
ノ
重
罪
ノ
刑
ニ
処
セ
ラ
レ
タ
ル
コ
ト
ア
ル
モ
其
執
行
ヲ
終
リ
又
ハ
其
執
行
ノ
免
除
ヲ
得
タ
ル
日
ヨ
リ
十
年
以
上
罰
金
以
外
ノ
重
罪
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ノ
刑
ニ
処
セ
ラ
レ
タ
ル
コ
ト
ナ
キ
者

第
三
四
条
剥
奪
公
権
又
ハ
監
視
ヲ
附
加
セ
ラ
レ
タ
ル
者
ニ
付
テ
ハ
前
条
ノ
規
定
ヲ
適
用
セ
ス

第
三
五
条

刑
ノ
執
行
猶
予
ノ
期
間
内
更
ニ
罰
金
以
外
ノ
刑
ニ
該
ル
可
キ
重
罪
ヲ
犯
シ
又
ハ
猶
予
ノ
言
渡
前
ニ
犯
シ
タ
ル
罪
ニ
付
キ
罰
金
以
外
ノ
重
罪
ノ

刑
ニ
処
セ
ラ
レ
若
ク
ハ
猶
予
ノ
言
渡
前
他
ノ
罪
ニ
付
キ
罰
金
以
外
ノ
重
罪
ノ
刑
ニ
処
セ
ラ
レ
タ
ル
者
ナ
ル
コ
ト
発
覚
シ
タ
ル
ト
キ
ハ
猶
予
ノ
言
渡
ハ
之

ヲ
取
消
ス
可
シ
但
第
三
十
三
条
第
二
号
ニ
記
載
シ
タ
ル
者
ニ
付
テ
ハ
此
限
ニ
在
ラ
ス

第
三
六
条
刑
ノ
執
行
猶
予
ノ
言
渡
ヲ
取
消
サ
ル
ル
コ
ト
無
ク
シ
テ
猶
予
ノ
期
間
ヲ
経
過
シ
タ
ル
ト
キ
ハ
其
刑
ノ
言
渡
ハ
当
然
消
滅
ス （

�）

法
典
調
査
会
が
作
成
し
た
草
案
は
、
後
述
の
帝
国
議
会
で
そ
の
理
由
の
一
部
が
明
ら
か
と
な
る
が
、
司
法
省
案
と
の
大
き
な
違
い
が
い
く

つ
か
あ
る
。
被
害
者
な
き
犯
罪
・
財
産
犯
の
被
害
弁
償
お
よ
び
自
首
に
か
か
る
特
例
の
規
定
が
削
除
さ
れ
た
に
留
ま
ら
ず
、
初
犯
に
限
ら

れ
て
い
た
猶
予
の
要
件
を
拡
大
し
、
執
行
猶
予
を
付
す
こ
と
が
で
き
る
禁
錮
（
先
の
草
案
の
軽
禁
錮
に
相
当
）
の
上
限
を
一
年
に
引
き
上

げ
た
。
ま
た
、
猶
予
期
間
を
固
定
せ
ず
に
裁
量
に
委
ね
、
無
事
に
経
過
し
た
場
合
に
は
、
刑
の
言
渡
は
消
滅
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
同

案
は
、
第
一
五
回
帝
国
議
会
提
出
案
（
明
治
三
十
四
年
改
正
案
）
の
前
身
で
あ
る
。

（二）

帝
国
議
会
提
出
諸
草
案
と
議
論
の
内
容 （

�）

１
明

治
三

十
四

年
改

正
案

明
治
三
十
四
年
、
第
一
五
回
帝
国
議
会
に
提
出
さ
れ
た
改
正
案
は
、
猶
予
期
間
の
下
限
が
二
年
に
引
き
上
げ
ら
れ
た
他
は
、
語
句
の
修

正
に
留
ま
り
、
内
容
は
ほ
と
ん
ど
三
十
三
年
案
と
同
一
で
あ
る
。
提
出
さ
れ
た
「
刑
法
改
正
ノ
要
旨
」 （

�）に
よ
れ
ば
、
刑
法
の
目
的
は
予
防
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に
あ
り
、
累
犯
対
策
と
し
て
短
期
自
由
刑
の
弊
害
を
回
避
す
る
た
め
執
行
猶
予
を
採
用
し
た
、
と
あ
る
。
議
会
に
提
出
さ
れ
た
「
刑
法
改

正
案
参
考
書
」
に
よ
り
逐
条
理
由
を
抜
粋
す
れ
ば
、
公
権
剥
奪
お
よ
び
監
視
は
犯
罪
の
性
質
が
危
険
な
も
の
に
対
し
て
付
加
さ
れ
る
も
の

で
あ
っ
て
猶
予
で
き
な
い
（
同
案
三
二
条
）
。
ま
た
、
猶
予
期
間
経
過
後
の
効
果
に
つ
い
て
、
一
定
期
間
謹
慎
の
状
況
に
あ
る
と
き
は
改

悛
し
た
も
の
と
し
て
犯
罪
者
の
汚
名
を
免
れ
「
純
白
ノ
人
ヲ
以
テ
世
ニ
処
ス
ル
」
（
同
三
四
条
）
と
し
た （

�）。
議
案
は
貴
族
院
で
先
議
さ
れ

た
が
、
委
員
会
で （

�）の
審
議
中
に
会
期
末
を
迎
え
る
こ
と
と
な
る
。

貴
族
院
特
別
委
員
会
議
録
に
は
、
執
行
猶
予
に
関
す
る
次
の
議
論
が
残
さ
れ
て
い
る
。
政
府
委
員
倉
富
は
制
度
の
導
入
に
つ
い
て
、
監

獄
制
度
が
完
全
で
な
い
と
こ
ろ
に
は
、
極
め
て
適
当
な
制
度
で
あ
る
と
考
え
る （

�）、
と
述
べ
て
い
る
。
名
村
泰
蔵 （

�）は
、
旧
刑
法
改
正
の
必
要

性
に
つ
い
て
、
現
在
は
「
囚
人
カ
沢
山
ア
ル
」
か
ら
と
い
う
が
新
刑
法
で
は
減
る
の
か
、
と
質
し
た
。
こ
れ
に
対
し
て
司
法
大
臣
金
子
堅

太
郎
は
、
自
由
刑
の
受
刑
者
数
は
新
刑
法
に
よ
っ
て
激
減
す
る
、
と
述
べ
て
い
る
。
菊
池
武
夫
は
こ
の
改
正
案
全
体
を
通
し
て
、
絶
対
に

改
正
の
必
要
が
あ
る
と
い
う
保
障
は
無
い
と
主
張
す
る
。
金
子
は
こ
れ
に
対
し
て
、
刑
の
執
行
猶
予
に
関
し
て
は
、
最
も
監
獄
経
済
上
に

は
必
要
で
、
そ
れ
だ
け
は
単
行
法
で
よ
ろ
し
い
で
は
な
い
か
と
い
う
議
論
も
出
る
か
も
知
れ
な
い
が
、
刑
法
の
大
体
の
、
本
体
が
壊
れ
て

来
る
の
で
あ
る
か
ら
、
制
度
の
導
入
に
は
刑
法
の
改
正
を
待
た
ざ
る
を
得
な
い
、
と
し
て
い
る
。

２
明

治
三

十
五

年
刑

法
改

正
案

翌
年
、
刑
法
草
案
は
再
び
帝
国
議
会
に
提
出
さ
れ
る
（
第
一
六
回
帝
国
議
会
提
出
案
）
。
三
十
四
年
改
正
案
と
の
大
き
な
違
い
は
、
猶

予
期
間
が
無
事
に
経
過
し
た
後
の
刑
の
言
渡
し
の
効
果
が
、「
刑
ノ
執
行
ヲ
免
除
ス
」（
三
四
条
）
と
さ
れ
た
こ
と
で
あ
る （

�）。
貴
族
院
（
お

よ
び
貴
族
院
特
別
委
員
会
）
で
は
、
執
行
猶
予
に
関
し
て
は
原
案
通
り
可
決
し
た
。
し
か
し
、
後
に
議
さ
れ
た
衆
議
院
で
は
、
委
員
会
に

お
け
る
審
議
の
途
中
で
会
期
が
終
了
す
る
。
「
刑
法
改
正
案
参
考
書
」
に
は
、
三
四
条
の
修
正
理
由
と
し
て
、
罰
金
刑
に
は
執
行
猶
予
が
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認
め
ら
れ
ず
、
猶
予
の
効
果
と
し
て
前
科
を
抹
消
さ
せ
る
と
、
罰
金
よ
り
も
重
い
懲
役
ま
た
は
禁
錮
に
処
せ
ら
れ
た
者
は
全
く
無
垢
の
人

と
な
る
機
会
を
得
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
そ
れ
よ
り
も
軽
い
罰
金
刑
に
処
せ
ら
れ
た
者
は
ど
ん
な
場
合
で
あ
っ
て
も
言
渡
の
効
力
を
消
滅

さ
せ
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
い
う
不
権
衡
に
配
慮
し
た
こ
と
を
述
べ
て
い
る （

�）。

第
四
章
刑
ノ
執
行
ノ
猶
予
及
ヒ
免
除

第
三
一
条

左
ニ
記
載
シ
タ
ル
者
一
年
以
下
ノ
禁
錮
又
ハ
六
月
以
下
ノ
懲
役
ノ
言
渡
ヲ
受
ケ
タ
ル
ト
キ
ハ
情
状
ニ
因
リ
裁
判
確
定
ノ
日
ヨ
リ
二
年
以
上
五

年
以
下
ノ
期
間
内
其
執
行
ヲ
猶
予
ス
ル
コ
ト
ヲ
得

一
前
ニ
禁
錮
以
上
ノ
刑
ニ
処
セ
ラ
レ
タ
ル
コ
ト
ナ
キ
者

二
前
ニ
禁
錮
以
上
ノ
刑
ニ
処
セ
ラ
レ
タ
ル
コ
ト
ア
ル
モ
其
執
行
ヲ
終
リ
又
ハ
其
執
行
ノ
免
除
ヲ
得
タ
ル
日
ヨ
リ
十
年
以
内
ニ
禁
錮
以
上
ノ
刑
ニ
処
セ

ラ
レ
タ
ル
コ
ト
ナ
キ
者

第
三
二
条
公
権
剥
奪
又
ハ
監
視
ヲ
附
加
セ
ラ
レ
タ
ル
者
ニ
ハ
前
条
ノ
規
定
ヲ
適
用
セ
ス

第
三
三
条
左
ニ
記
載
シ
タ
ル
場
合
ニ
於
テ
ハ
刑
ノ
執
行
猶
予
ノ
言
渡
ヲ
取
消
ス
可
シ

一
猶
予
期
間
内
更
ニ
罪
ヲ
犯
シ
禁
錮
以
上
ノ
刑
ニ
処
セ
ラ
レ
タ
ル
ト
キ

二
猶
予
ノ
言
渡
前
ニ
犯
シ
タ
ル
他
ノ
罪
ニ
付
キ
禁
錮
以
上
ノ
刑
ニ
処
セ
ラ
レ
タ
ル
ト
キ

三
第
三
十
一
条
第
二
号
ニ
記
載
シ
タ
ル
者
ヲ
除
ク
外
猶
予
ノ
言
渡
前
他
ノ
罪
ニ
付
キ
禁
錮
以
上
ノ
刑
ニ
処
セ
ラ
レ
タ
ル
コ
ト
発
覚
シ
タ
ル
ト
キ

第
三
四
条
刑
ノ
執
行
猶
予
ノ
言
渡
ヲ
取
消
サ
ル
ル
コ
ト
ナ
ク
シ
テ
猶
予
ノ
期
間
ヲ
経
過
シ
タ
ル
ト
キ
ハ
刑
ノ
執
行
ヲ
免
除
ス （

�）

貴
族
院
特
別
委
員
会
で
の
議
論
は
、
執
行
猶
予
の
効
果
を
示
す
統
計
を
求
め
る
意
見
、
三
二
条
を
削
除
し
三
一
条
但
書
と
し
て
は
ど
う
か

と
い
う
意
見
、
拘
留
に
適
用
さ
れ
な
い
理
由
に
関
す
る
疑
義
、
猶
予
期
間
の
変
更
（
一
年
以
上
三
年
以
下
）
等
細
部
に
ま
で
及
ん
だ
。
村

田
保
に
よ
る
全
部
削
除
説
は
比
較
的
長
く
議
論
さ
れ
た
が
、
委
員
会
で
の
支
持
を
得
る
に
は
至
っ
て
い
な
い
。
原
案
維
持
の
ま
ま
で
開
か
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れ
た
貴
族
院
で
は
、
菊
池
武
夫 （

�）よ
り
旧
刑
法
の
全
部
改
正
は
不
必
要
で
あ
る
と
い
う
流
れ
で
、
執
行
猶
予
は
「
単
行
法
律
」
で
定
め
る
の

が
適
当
で
あ
る
と
の
主
張
が
な
さ
れ
た
。
加
え
て
、
改
正
案
の
理
由
書 （

�）に
記
載
さ
れ
た
点
に
つ
き
、
未
改
良
の
監
獄
に
入
れ
る
よ
り
は
刑

の
執
行
猶
予
を
す
る
方
が
よ
い
と
い
う
の
は
、
理
由
に
な
ら
な
い
こ
と
が
指
摘
さ
れ
た
。
こ
れ
に
対
し
て
は
富
井
政
章
が
フ
ラ
ン
ス
の
事

例
を
引
き
、
短
期
自
由
刑
の
弊
害
か
ら
導
入
の
重
要
性
を
説
い
て
い
る （

�）。
ま
た
、
穂
積
八
束
は
、
第
四
章
全
体
の
削
除
を
提
案
す
る （

�）。
理

由
は
、
昨
年
の
案
と
比
べ
て
猶
予
期
間
経
過
後
の
効
果
が
異
な
る
た
め
で
あ
る （

�）。
政
府
の
制
度
設
計
に
迷
い
が
あ
る
の
で
あ
れ
ば
、
特
別

法
と
し
て
試
験
的
に
運
用
す
る
の
が
よ
い
の
で
は
な
い
か
、
な
ど
と
述
べ
た
。
こ
れ
に
対
し
て
司
法
大
臣
清
浦
奎
吾
は
、
特
別
法
で
制
定

す
る
こ
と
は
よ
い
か
も
し
れ
な
い
が
、
現
在
刑
法
の
全
部
の
改
正
案
が
議
題
に
上
っ
て
い
る
以
上
は
、
こ
と
さ
ら
本
章
よ
り
削
除
し
て
特

別
法
に
す
る
必
要
も
な
い
で
あ
ろ
う
、
学
説
は
何
年
も
か
け
て
十
分
に
研
究
し
尽
く
し
て
い
る
、
昨
年
の
案
と
比
べ
て
も
実
質
を
異
に
す

る
と
い
う
程
の
も
の
で
も
な
い
、
と
主
張
し
、
削
除
説
は
消
滅
し
た
。

以
上
の
議
論
を
経
て
、
刑
の
執
行
猶
予
を
含
む
刑
法
草
案
が
は
じ
め
て
帝
国
議
会
で
可
決
さ
れ
た
。
次
い
で
衆
議
院
で
は
特
別
委
員
会

に
お
い
て
、
親
告
罪
や
過
失
犯
等
犯
罪
の
性
質
に
よ
っ
て
執
行
猶
予
を
付
す
べ
き
か
ど
う
か
区
別
す
る
の
が
よ
い
の
で
は
な
い
か
、
と
の

提
案
が
な
さ
れ
た
が
、
帝
国
議
会
は
会
期
末
を
迎
え
、
執
行
猶
予
の
可
否
を
め
ぐ
る
議
決
は
得
ら
れ
な
か
っ
た （

�）。

３
第

一
七

回
帝

国
議

会
提

出
議

案
に

つ
い

て

刑
法
改
正
案
は
、
引
き
続
き
同
年
末
の
第
一
七
回
帝
国
議
会
に
提
出
さ
れ
た
が
、
議
会
は
法
案
提
出
当
日
に
解
散
さ
れ
、
審
議
に
至
っ

て
い
な
い
。
執
行
猶
予
に
関
す
る
条
文
は
三
十
五
年
案
と
同
文
で
あ
る
。
翌
年
四
月
に
法
典
調
査
会
は
廃
止
さ
れ
、
刑
法
草
案
の
起
草
作

業
は
司
法
省
に
引
き
継
が
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
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（三）
「
刑
ノ
執
行
猶
予
ニ
関
ス
ル
法
律
」
の
成
立

日
露
戦
争
下
に
お
い
て
、
挙
国
一
致
に
名
を
か
り
て
改
正
反
対
派
を
押
さ
え
て
法
案
を
通
過
さ
せ
よ
う
と
す
る
こ
と
に
対
す
る
批
判
や
、

多
額
の
経
費
を
必
要
と
す
る
刑
法
の
改
正
は
時
局
に
か
ん
が
み
て
避
け
る
べ
き
で
あ
る
と
の
こ
と
か
ら
、
第
一
七
回
帝
国
議
会
以
降
、
刑

法
の
全
部
改
正
は
見
送
ら
れ
る
こ
と
と
な
っ
た （

�）。
一
方
で
、
衆
議
院
議
員
元
田
肇 （

�）に
よ
り
、
貴
族
院
で
可
決
し
た
三
十
五
年
案
中
の
執
行

猶
予
に
関
す
る
規
定
を
も
と
に
作
成
さ
れ
た
「
刑
ノ
執
行
猶
予
及
免
除
ニ
関
ス
ル
法
律
案
」
が
第
二
一
回
帝
国
議
会
に
提
出
さ
れ
る
。
提

出
さ
れ
た
法
案
で
は
執
行
猶
予
を
付
す
こ
と
が
で
き
る
刑
期
の
上
限
を
一
年
か
ら
二
年
に
引
き
上
げ
た
が
、
後
に
修
正
さ
れ
る
。

刑
ノ
執
行
猶
予
及
免
除
ニ
関
ス
ル
法
律
案

第
一
条

左
ニ
記
載
シ
タ
ル
者
二
年
以
下
ノ
禁
錮
ノ
言
渡
ヲ
受
ケ
タ
ル
ト
キ
裁
判
所
ハ
情
状
ニ
因
リ
裁
判
確
定
ノ
日
ヨ
リ
二
年
以
上
五
年
以
下
ノ
期
間
内

其
ノ
執
行
ヲ
猶
予
ス
ル
ノ
言
渡
ヲ
為
ス
コ
ト
ヲ
得

一
前
ニ
禁
錮
以
上
ノ
刑
ニ
処
セ
ラ
レ
タ
ル
コ
ト
ナ
キ
者

二
前
ニ
禁
錮
以
上
ノ
刑
ニ
処
セ
ラ
レ
タ
ル
コ
ト
ア
ル
モ
其
ノ
執
行
ヲ
終
リ
又
ハ
其
ノ
執
行
ノ
免
除
ヲ
得
タ
ル
日
ヨ
リ
十
年
以
内
ニ
禁
錮
以
上
ノ
刑
ニ

処
セ
ラ
レ
タ
ル
コ
ト
ナ
キ
者

第
二
条
左
ニ
記
載
シ
タ
ル
場
合
ニ
於
テ
ハ
刑
ノ
執
行
猶
予
ノ
言
渡
ヲ
取
消
ス
ヘ
シ

一
猶
予
ノ
期
間
内
更
ニ
罪
ヲ
犯
シ
禁
錮
以
上
ノ
刑
ニ
処
セ
ラ
レ
タ
ル
ト
キ

二
猶
予
ノ
言
渡
前
ニ
犯
シ
タ
ル
他
ノ
罪
ニ
付
禁
錮
以
上
ノ
刑
ニ
処
セ
ラ
レ
タ
ル
コ
ト
発
覚
シ
タ
ル
ト
キ

第
三
条
刑
ノ
執
行
猶
予
ノ
言
渡
ヲ
取
消
サ
ル
ル
コ
ト
ナ
ク
シ
テ
猶
予
ノ
時
間
ヲ
経
過
シ
タ
ル
ト
キ
ハ
刑
ノ
執
行
ヲ
免
除
ス
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附
則

本
法
ハ
発
布
ノ
日
ヨ
リ
之
ヲ
施
行
ス

本
法
施
行
ノ
際
確
定
判
決
ヲ
受
ケ
未
タ
施
行
セ
サ
ル
者
ニ
本
法
ヲ
適
用
ス
ル
コ
ト
ヲ
得 （

�）

明
治
三
十
八
年
二
月
七
日
、
衆
議
院
で
お
こ
な
わ
れ
た
第
一
読
会
に
お
い
て
元
田
は
、
刑
法
の
全
面
改
正
が
難
し
い
た
め
に
、
そ
の
な
か

で
最
も
今
「
適
切
に
希
望
す
る
」
制
度
の
導
入
を
遅
ら
せ
て
お
く
の
は
遺
憾
の
極
み
で
あ
る
と
の
趣
旨
を
述
べ
、
右
の
法
律
案
を
提
出
す

る
。
同
案
は
翌
日
よ
り
委
員
会
に
付
託
さ
れ
、
審
議
さ
れ
た （

�）。
元
田
は
、
法
曹
で
立
法
部
に
い
る
人
の
意
見
や
先
の
貴
族
院
の
議
事
に
参

与
し
た
人
の
議
論
も
調
査
し
て
法
案
を
作
成
し
た
。
い
ず
れ
も
入
獄
さ
せ
な
い
点
に
つ
い
て
は
「
十
中
八
九
ハ
同
感
」
で
、
刑
法
の
全
部

改
正
は
難
し
い
か
ら
、
そ
の
た
め
に
良
い
制
度
を
葬
っ
て
お
く
の
は
残
念
な
の
で
、「
単
行
法
律
」
と
し
て
出
す
こ
と
に
し
た
。
そ
の
際
、

旧
刑
法
は
修
正
せ
ず
、
内
容
を
刑
法
改
正
案
か
ら
縮
小
し
た
、
と
し
て
い
る
。

個
々
の
条
文
に
関
し
て
元
田
は
、
次
の
よ
う
に
述
べ
る
。
三
条
で
条
件
付
判
決
を
刑
の
執
行
の
免
除
に
改
め
た
理
由
に
つ
い
て
は
、
猶

予
期
間
に
謹
慎
を
表
し
て
刑
の
執
行
を
受
け
ず
に
済
ん
だ
と
い
え
ば
、
社
会
に
お
い
て
も
、
刑
を
受
け
た
人
と
同
様
に
遇
す
る
と
い
う
こ

と
は
な
い
だ
ろ
う
。
そ
れ
で
前
科
を
抹
消
（
「
全
免
」
）
す
る
と
い
う
こ
と
で
な
く
、
「
執
行
ノ
ミ
ノ
免
除
」
と
い
う
こ
と
に
し
た
い
。
情

状
の
基
準
に
つ
い
て
は
、
「
悪
意
」
の
程
度
、
年
齢
、
反
省
の
度
合
い
、
再
犯
可
能
性
、
猶
予
す
れ
ば
不
正
な
こ
と
は
し
な
い
と
い
う
見

込
み
が
裁
判
官
に
定
ま
っ
た
時
に
限
っ
て
付
す
る
こ
と
と
す
る
。
現
行
制
度
が
酌
量
し
て
も
免
刑
に
は
で
き
な
い
点
に
つ
い
て
言
及
し
、

特
赦 （

�）と
の
違
い
に
つ
い
て
は
、
特
赦
は
完
全
に
赦
す
こ
と
で
あ
る
が
、
猶
予
は
心
理
的
強
制
が
働
く
。
す
な
わ
ち
、
再
犯
の
防
止
に
効
果

が
あ
る
と
す
る
。
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一
方
、
米
田
実
は
、
裁
判
が
怠
慢
に
な
る
（「
猶
予
サ
ヘ
付
ケ
テ
置
ケ
バ
宜
イ
、
疑
ハ
シ
イ
ハ
有
罪
ニ
シ
テ
置
ケ
バ
宜
イ
」）
こ
と
を
指

摘
し
、
政
府
委
員
石
渡
は
濫
用
を
懸
念
し
て
、
で
き
る
だ
け
要
件
を
細
か
く
規
定
し
て
お
き
た
い
と
述
べ
た
。
丸
山
嵯
峨
一
郎
は
、
裁
判

官
は
神
で
な
い
以
上
、
情
状
に
よ
り
云
々
と
い
う
点
に
お
い
て
間
違
い
が
生
じ
て
き
て
不
平
を
招
く
こ
と
は
当
然
起
こ
り
う
る
、
と
い
う
。

以
上
の
質
疑
を
経
て
、
元
田
よ
り
全
九
カ
条
か
ら
成
る
修
正
案
が
提
出
さ
れ
、
若
干
の
修
正
を
経
て
、
委
員
会
で
の
可
決
を
み
る
。
こ

こ
で
完
成
し
た
案
が
、
明
治
三
十
八
年
の
特
別
法
と
し
て
成
立
す
る
。
衆
議
院
本
会
議
で
は
森
肇
と
花
井
卓
蔵
が
特
赦
と
の
抵
触
を
指
摘

し
た
が
、
委
員
会
で
の
修
正
案
の
ま
ま
可
決
さ
れ
た
。
後
の
貴
族
院
で
は
、
既
に
第
一
六
回
帝
国
議
会
に
て
議
論
が
尽
く
さ
れ
た
こ
と
も

あ
っ
て
、
委
員
会
も
含
め
て
大
き
な
対
立
は
無
く
、
そ
の
ま
ま
可
決
し
た
。
も
っ
と
も
、
富
井
は
政
府
が
次
回
の
帝
国
議
会
に
お
い
て
刑

法
改
正
案
提
出
の
予
定
が
あ
る
の
な
ら
ば
制
定
の
必
要
は
な
い
と
述
べ
て
い
る （

�）。

四
明
治
三
十
八
年
特
別
法
の
運
用

以
上
述
べ
た
経
緯
で
、
執
行
猶
予
に
関
す
る
法
律
が
成
立
す
る
。
全
容
は
次
の
通
り
。

刑
ノ
執
行
猶
予
ニ
関
ス
ル
法
律
（
明
治
三
十
八
年
法
律
第
七
〇
号
）

第
一
条

左
ニ
記
載
シ
タ
ル
者
一
年
以
下
ノ
禁
錮
ニ
処
セ
ラ
レ
タ
ル
ト
キ
ハ
情
状
ニ
因
リ
裁
判
確
定
ノ
日
ヨ
リ
二
年
以
上
五
年
以
下
ノ
期
間
内
其
ノ
執
行

ヲ
猶
予
ス
ル
コ
ト
ヲ
得
但
シ
監
視
ニ
付
セ
ラ
レ
タ
ル
者
ハ
此
ノ
限
ニ
在
ラ
ス

一
前
ニ
禁
錮
以
上
ノ
刑
ニ
処
セ
ラ
レ
タ
ル
コ
ト
ナ
キ
者

二
前
ニ
禁
錮
以
上
ノ
刑
ニ
処
セ
ラ
レ
タ
ル
コ
ト
ア
ル
モ
其
ノ
執
行
ヲ
終
リ
又
ハ
其
ノ
執
行
ノ
免
除
ヲ
得
タ
ル
日
ヨ
リ
十
年
以
内
ニ
禁
錮
以
上
ノ
刑
ニ

処
セ
ラ
レ
タ
ル
コ
ト
ナ
キ
者
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第
二
条
刑
ノ
執
行
ヲ
猶
予
シ
タ
ル
場
合
ニ
於
テ
ハ
附
加
刑
亦
其
ノ
執
行
ヲ
猶
予
ス
但
シ
没
収
ハ
此
ノ
限
ニ
在
ラ
ス

第
三
条
刑
ノ
執
行
猶
予
ハ
裁
判
所
ニ
於
テ
検
事
ノ
請
求
ニ
因
リ
又
ハ
職
権
ヲ
以
テ
刑
ノ
言
渡
ト
同
時
ニ
判
決
ヲ
以
テ
之
ヲ
言
渡
ス
ヘ
シ

刑
ノ
言
渡
ア
リ
タ
ル
後
ニ
於
テ
ハ
其
ノ
言
渡
ヲ
為
シ
タ
ル
裁
判
所
検
事
ノ
請
求
ニ
因
リ
又
ハ
職
権
ヲ
以
テ
執
行
猶
予
ノ
決
定
ヲ
為
ス
ヘ
シ
此
ノ
場
合
ニ

於
テ
ハ
其
ノ
決
定
確
定
ニ
至
ル
迄
刑
ノ
執
行
ヲ
停
止
ス

刑
ノ
執
行
ニ
着
手
シ
タ
ル
者
ニ
付
テ
ハ
其
ノ
執
行
ヲ
猶
予
セ
ス

第
四
条
検
事
ハ
刑
ノ
執
行
猶
予
ノ
裁
判
ニ
対
シ
テ
ハ
刑
事
訴
訟
法
ノ
規
定
ニ
従
ヒ
上
訴
ヲ
為
ス
コ
ト
ヲ
得

第
五
条

刑
ノ
言
渡
ニ
対
シ
上
訴
ア
リ
タ
ル
場
合
ニ
於
テ
ハ
刑
ノ
執
行
猶
予
ノ
裁
判
ハ
当
然
其
ノ
効
力
ヲ
失
フ
但
シ
上
訴
裁
判
所
ニ
於
テ
更
ニ
執
行
ヲ
猶

予
ス
ル
コ
ト
ヲ
妨
ケ
ス

第
六
条
刑
ノ
執
行
猶
予
ノ
期
間
内
左
ニ
記
載
シ
タ
ル
事
由
ア
ル
ト
キ
ハ
執
行
猶
予
ノ
裁
判
ヲ
取
消
ス
ヘ
シ

一
猶
予
期
間
内
ニ
犯
シ
タ
ル
罪
ニ
付
禁
錮
以
上
ノ
刑
ニ
処
セ
ラ
レ
タ
ル
ト
キ

二
猶
予
ノ
裁
判
前
ニ
犯
シ
タ
ル
他
ノ
罪
ニ
付
禁
錮
以
上
ノ
刑
ニ
処
セ
ラ
レ
タ
ル
ト
キ

三
猶
予
ノ
裁
判
前
十
年
以
内
ニ
禁
錮
以
上
ノ
刑
ニ
処
セ
ラ
レ
タ
ル
コ
ト
発
覚
シ
タ
ル
ト
キ

第
七
条
刑
ノ
執
行
猶
予
ノ
取
消
ハ
刑
ノ
言
渡
ヲ
受
ケ
タ
ル
者
ノ
所
在
地
ヲ
管
轄
ス
ル
地
方
裁
判
所
ニ
於
テ
検
事
ノ
請
求
ニ
因
リ
之
ヲ
決
定
ス
ヘ
シ

前
項
ノ
決
定
ニ
対
シ
テ
ハ
刑
事
訴
訟
法
ノ
規
定
ニ
従
ヒ
抗
告
ヲ
為
ス
コ
ト
ヲ
得

第
八
条
刑
ノ
執
行
猶
予
ノ
裁
判
取
消
サ
レ
タ
ル
ト
キ
ハ
刑
期
ハ
其
ノ
決
定
確
定
ノ
日
ヨ
リ
之
ヲ
起
算
ス

第
九
条
刑
ノ
執
行
猶
予
ノ
裁
判
取
消
サ
ル
ル
コ
ト
ナ
ク
シ
テ
其
ノ
猶
予
期
間
ヲ
経
過
シ
タ
ル
ト
キ
ハ
猶
予
セ
ラ
レ
タ
ル
刑
ノ
執
行
ヲ
免
除
ス

附
則

本
法
ハ
発
布
ノ
日
ヨ
リ
之
ヲ
施
行
ス （

�）

成蹊法学81号 論 説

30



81

（一）
運
用
状
況

こ
こ
で
は
、
刑
事
司
法
統
計
を
用
い
て
明
治
三
十
八
年
特

別
法
の
運
用
状
況
の
素
描
を
試
み
る
。
刑
事
統
計
を
み
る
に

あ
た
っ
て
、
本
制
度
は
、
現
行
制
度
と
は
そ
の
趣
を
異
に
し
、

猶
予
期
間
が
無
事
に
経
過
し
た
こ
と
を
も
っ
て
前
科
が
抹
消

さ
れ
る
こ
と
は
な
く
、
刑
の
施
行
が
免
除
さ
れ
る
に
留
ま
る

こ
と
に
注
意
が
必
要
で
あ
る
。
ま
た
、
確
定
判
決
後
も
、
検

事
の
請
求
ま
た
は
裁
判
所
の
職
権
に
よ
っ
て
執
行
猶
予
を
付

す
こ
と
が
可
能
（
三
条
二
項
）
で
あ
る
た
め
、
当
年
の
裁
判

に
よ
っ
て
執
行
猶
予
の
言
渡
し
が
な
さ
れ
て
い
な
い
可
能
性

が
あ
る
。
加
え
て
、
執
行
猶
予
の
統
計
は
従
来
の
形
式
に
追

加
で
挿
入
さ
れ
た
も
の
で
、
必
ず
し
も
統
計
的
に
望
ま
し
い

値
で
な
い
こ
と
を
付
言
し
て
お
く
。

旧
刑
法
下
に
お
い
て
刑
の
執
行
猶
予
の
制
度
は
、
明
治
三

十
八
年
四
月
一
日
か
ら
現
行
刑
法
施
行
前
日
の
同
四
十
一
年

明治三十八年「刑ノ執行猶予ニ関スル法律」（法律第七〇号）について
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※日本帝国司法省刑事統計年報、第31～34（明治38～41年）をもとに作成

〔表①〕執行猶予付判決言渡し人員数（人）と猶予期間の

全体に占める割合（％）

猶予期間 明治38年 明治39年 明治40年

２年

２年１月以上６月以下

３年

４年

５年

不詳

874

2

182

5

8

81.6

0.2

17.0

0.5

0.8

1673

10

322

14

7

82.6

0.5

15.9

0.7

0.4

2726

54

457

18

41

2

82.7

1.6

13.9

0.6

1.2

0.1

執行猶予言渡し総数 1071 2026 3298

猶予期間 明治41年

１年以上

２年以上

３年以上

４年以上５年以下

不詳

88

3871

1194

292

5

1.6

71.0

21.9

5.4

0.1

執行猶予言渡し総数 5450
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九
月
三
十
日
ま
で
、
三
年
半
に
わ
た
っ
て
運
用
さ
れ
た
。
同
三
十
八
年
か
ら
四
十
一
年
ま
で
通
常
第
一
審
で
言
渡
さ
れ
た
執
行
猶
予
の
人

員
数
は
、
表
①
に
示
し
た
通
り
顕
著
に
増
加
し
て
い
る （

�）。
旧
刑
法
下
で
の
統
計
を
通
年
で
知
る
こ
と
が
で
き
る
三
十
九
年
と
四
十
年
に
限
っ

て
み
れ
ば
、
軽
罪
の
対
席
裁
判 （

�）に
お
け
る
犯
罪
類
型
別
人
員
数
は
、
三
十
九
年
の
統
計
で
最
も
多
い
の
が
賭
博
で
八
一
七
人
、
次
い
で
殴

打
創
傷
（
対
直
系
尊
属
を
除
く
）
二
三
三
人
、
窃
盗
一
四
六
人
、
委
託
金
品
費
消
九
五
人
で

あ
る
。
四
十
年
の
統
計
も
同
順
で
、
賭
博
一
二
七
〇
人
、
殴
打
創
傷
（
同
上
）
三
八
六
人
、

窃
盗
二
一
三
人
、
委
託
金
品
費
消
二
一
一
人
で
あ
る （

�）。
ま
た
、
特
別
刑
法
犯
は
、
罰
金
よ
り

も
重
禁
錮
の
言
渡
し
が
多
い
森
林
法
犯
が
多
数
を
占
め
る
。
森
林
法
犯
の
通
常
第
一
審
対
席

裁
判
に
お
け
る
執
行
猶
予
の
言
渡
し
は
、
三
十
九
年
で
二
三
〇
人
、
四
十
年
で
二
九
九
人
で

あ
る
。

特
徴
的
な
点
に
、
猶
予
期
間
の
八
割
が
下
限
の
二
年
に
集
中
し
て
い
る
点
（
表
①
）
と
、

明
治
四
十
年
の
統
計
に
み
え
る
、
二
十
人
の
重
罪
犯
罪
者
に
対
す
る
執
行
猶
予
の
言
渡
し

（
表
②
）
が
挙
げ
ら
れ
る
。
以
上
の
事
実
は
、
現
行
実
務
で
は
猶
予
期
間
に
つ
い
て
三
年
を

標
準
と
し
た
取
扱
い
を
し
、
四
年
、
五
年
と
長
く
な
る
傾
向
に
あ
る
こ
と
と
対
照
的
で
あ
り （

�）、

ま
た
、
制
度
施
行
の
早
い
段
階
で
、
道
徳
的
に
非
難
さ
れ
る
度
合
い
の
高
い
重
罪
に
対
し
て

も
、
執
行
猶
予
を
認
め
て
い
た
こ
と
が
指
摘
で
き
る
。
重
罪
の
う
ち
、
故
殺
の
法
定
刑
は
無

期
徒
刑
（
旧
刑
法
二
九
四
条
）
で
あ
る
が
、
六
等
以
上
減
軽
す
れ
ば
執
行
猶
予
付
判
決
が
選

択
で
き
る
重
禁
錮
一
年
以
下
の
刑
の
言
渡
し
が
可
能
と
な
る （

�）。
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〔表②〕重罪の対席裁判に係る罪名に対する刑の執行猶予

※日本帝国司法省第33刑事統計年報（明治40年）６頁をもとに作成

罪名 人 猶予期間

故殺

殴打創傷致死

同上

12歳以上の強姦

同上

12歳未満の幼女姦淫

12歳未満の幼女強姦

1 ３年

2 ３年

9 ２年

5 ３年

1 ２年

1 ２年

1 ５年

重罪の執行猶予言渡し総数 20
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（二）
執
行
猶
予
に
関
す
る
訓
令

執
行
猶
予
の
実
施
に
あ
た
っ
て
は
、
特
別
法
制
定
と
同
月
、
取
扱
い
に
関
す
る
訓
令
が
諸
官
庁
に
発
せ
ら
れ
て
い
る （

�）。
司
法
省
が
検
事

に
発
し
た
明
治
三
十
八
年
四
月
司
法
省
民
刑
甲
第
八
三
号
訓
令
に
は
、
検
事
が
執
行
猶
予
を
請
求
す
る
場
合
に
は
「
成
ル
可
ク
一
定
ノ
住

所
ヲ
有
ス
ル
犯
人
ニ
止
ム
可
シ
」
（
一
条
一
項
）
と
さ
れ
、
住
所
不
定
の
者
に
対
す
る
執
行
猶
予
付
判
決
が
な
さ
れ
た
場
合
に
は
速
や
か

に
住
所
を
定
め
る
こ
と
（
同
条
二
項
）、
と
さ
れ
た
。
同
訓
令
で
は
執
行
猶
予
者
の
住
所
を
管
理
す
る
こ
と
が
規
定
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、

警
察
行
政
を
掌
っ
た
内
務
省
に
は
、
執
行
猶
予
者
に
対
す
る
次
の
取
扱
い
が
命
じ
ら
れ
た （

�）。

一
警
察
官
署
ハ
刑
ノ
執
行
猶
予
人
名
簿
ヲ
備
ヘ
置
キ
裁
判
所
検
事
局
ヨ
リ
刑
ノ
執
行
ヲ
猶
予
セ
ラ
レ
タ
ル
犯
人
ニ
関
シ
通
知
ヲ
受
ケ
タ
ル
ト
キ
ハ
通
知
ノ

年
月
日
、
氏
名
、
年
齢
、
住
所
、
罪
名
、
刑
期
、
猶
予
期
間
、
死
亡
、
猶
予
ノ
取
消
、
執
行
免
除
其
ノ
他
必
要
ナ
ル
事
項
ノ
記
入
ヲ
為
ス
へ
シ

刑
ノ
執
行
猶
予
人
名
簿
ハ
索
引
ヲ
附
ス
へ
シ

一
警
察
官
署
ハ
刑
ノ
執
行
ヲ
猶
予
セ
ラ
レ
タ
ル
犯
人
ニ
対
シ
平
素
視
察
ヲ
加
ヘ
又
犯
人
猶
予
期
間
内
ニ
住
所
ヲ
転
シ
タ
ル
ト
キ
ハ
其
ノ
旨
即
時
所
轄
検
事

局
ニ
通
知
シ
且
名
簿
写
ヲ
転
住
地
ノ
警
察
官
署
ニ
送
附
ス
ヘ
シ

右
の
訓
令
に
よ
っ
て
、
執
行
猶
予
者
は
猶
予
期
間
を
経
過
す
る
ま
で
社
会
内
で
警
察
に
よ
る
「
視
察
」
が
加
え
ら
れ
た
。

明治三十八年「刑ノ執行猶予ニ関スル法律」（法律第七〇号）について
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五
お
わ
り
に

本
稿
で
は
、
明
治
三
十
八
年
に
導
入
さ
れ
た
刑
の
執
行
猶
予
に
つ
い
て
、
そ
の
立
案
経
緯
を
史
料
に
基
づ
い
て
で
き
る
限
り
詳
細
に
明

ら
か
に
し
た
。
当
初
は
短
期
自
由
刑
の
弊
害
回
避
の
た
め
に
初
犯
者
に
限
っ
た
起
案
が
な
さ
れ
、
猶
予
期
間
は
刑
の
時
効
の
年
限
と
同
じ

期
間
に
固
定
さ
れ
て
い
た
。
し
か
し
、
欠
格
期
間
を
設
け
る
こ
と
に
よ
っ
て
徐
々
に
適
用
範
囲
は
拡
大
し
、
ま
た
、
猶
予
期
間
経
過
後
の

効
果
と
し
て
前
科
を
抹
消
さ
せ
る
か
ど
う
か
は
、
政
府
内
で
も
見
解
が
一
定
し
な
か
っ
た
。
猶
予
の
選
択
基
準
に
つ
い
て
は
、
特
に
初
期

草
案
を
め
ぐ
る
議
論
の
な
か
で
、
当
初
予
定
さ
れ
て
い
た
実
質
的
基
準
を
見
出
す
こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
。

本
稿
は
時
期
を
限
っ
た
論
考
で
あ
り
、
執
行
猶
予
の
沿
革
研
究
と
し
て
は
不
十
分
な
も
の
で
あ
る
。
明
治
三
十
八
年
法
が
現
行
刑
法
に

ど
の
よ
う
に
引
き
継
が
れ
て
い
く
の
か
、
ま
た
、
保
護
観
察
の
導
入
は
検
討
さ
れ
な
か
っ
た
の
か
等
に
つ
い
て
は
、
今
後
の
課
題
と
し
た

い
。

〔
付
記
〕
本
稿
は
、
平
成
二
十
五
年
度
慶
應
義
塾
大
学
法
科
大
学
院
開
講
科
目
「
テ
ー
マ
研
究
（
刑
の
執
行
猶
予
に
お
け
る
国
際
比
較
）
」
で
の
報
告
（
同
年

十
月
一
日
「
刑
の
執
行
猶
予
導
入
の
歴
史
」）
お
よ
び
平
成
二
十
六
年
五
月
十
八
日
同
志
社
大
学
に
て
開
催
さ
れ
た
日
本
刑
法
学
会
第
九
二
回
大
会
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
「
執
行
猶
予
」（
オ
ー
ガ
ナ
イ
ザ
ー
小
池
信
太
郎
慶
應
義
塾
大
学
准
教
授
、
共
同
報
告
者
星
周
一
郎
首
都
大
学
東
京
教
授
、
同
樋
口
亮
介
東
京
大
学
准
教
授
）

で
の
報
告
を
も
と
に
執
筆
し
た
も
の
で
あ
る
。
川
崎
友
巳
同
志
社
大
学
教
授
を
含
め
、
執
行
猶
予
研
究
グ
ル
ー
プ
の
先
生
方
に
は
論
考
執
筆
に
あ
た
り
貴
重

な
御
意
見
を
頂
戴
し
、
こ
こ
に
厚
く
感
謝
の
意
を
表
す
る
。

注（
１
）
平
成
二
十
五
年
六
月
十
九
日
法
律
第
四
九
号
、
公
布
日
か
ら
三
年
を
超
え
な
い
範
囲
内
で
政
令
で
定
め
る
日
よ
り
施
行
さ
れ
る
。
刑
の
一
部
執
行

成蹊法学81号 論 説
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猶
予
に
つ
い
て
は
近
年
多
く
の
論
考
が
執
筆
さ
れ
て
い
る
が
、
代
表
的
な
も
の
に
、
太
田
達
也
『
刑
の
一
部
執
行
猶
予
』
（
慶
應
義
塾
大
学
出
版
会
、

二
〇
一
四
年
）
が
あ
る
。
本
稿
で
「
執
行
猶
予
」
の
文
言
を
使
用
す
る
場
合
は
全
部
猶
予
を
指
し
、
一
部
猶
予
は
意
味
し
な
い
。

な
お
、
史
料
の
引
用
に
際
し
て
は
原
則
と
し
て
新
字
体
を
使
用
し
、
既
出
の
資
料
の
出
典
に
は
略
称
を
用
い
た
。
年
号
表
記
に
つ
い
て
は
和
暦
を
基

本
と
し
た
が
、
西
洋
の
歴
史
的
記
述
に
は
西
暦
を
用
い
、
適
宜
併
用
し
た
。
ま
た
、
歴
史
を
扱
う
性
質
上
、
現
在
で
は
使
用
が
適
切
で
な
い
用
語
に

つ
い
て
、
専
ら
学
術
目
的
の
た
め
最
低
限
使
用
し
た
こ
と
を
断
っ
て
お
く
。

（
２
）
執
行
猶
予
の
沿
革
に
関
す
る
先
行
研
究
と
し
て
、
小
野
清
一
郎
『
刑
の
執
行
猶
予
と
有
罪
判
決
の
宣
告
猶
予
』
（
有
斐
閣
、
一
九
三
一
年
）
、
岡
本

吾
市
「
起
訴
猶
予
処
分
、
留
保
処
分
、
刑
の
執
行
猶
予
の
教
育
学
的
考
察
」
（
司
法
研
究
第
一
九
輯
、
報
告
書
集
一
二
、
司
法
省
調
査
課
、
一
九
三
五

年
）、
内
田
文
昭
・
山
火
正
則
・

�井
蒼
生
夫
「
第
二
一
回
帝
国
議
会
お
よ
び
第
二
三
回
帝
国
議
会
（
貴
族
院
審
議
ま
で
）（
明
治
三
八
年
四
〇
年
）」

（
後
掲
『
刑
法
〔
明
治
四
十
年
〕
（
６
）
』
所
収
）
、
姫
嶋
瑞
穂
『
明
治
監
獄
法
成
立
史
の
研
究
』
（
成
文
堂
、
二
〇
一
一
年
）
、
金
澤
真
理
「
刑
の
執
行

猶
予
の
実
体
法
的
考
察
」（
刑
事
立
法
研
究
会
編
『
非
拘
禁
的
措
置
と
社
会
内
処
遇
の
課
題
と
展
望
』
現
代
人
文
社
、
二
〇
一
二
年
所
収
）
が
あ
る
。

（
３
）
た
と
え
ば
、
小
川
太
郎
「
わ
が
国
に
お
け
る
保
護
観
察
」（『
自
由
刑
の
展
開
』
第
二
版
、
一
粒
社
、
一
九
七
三
年
所
収
）。

（
４
）
島
善
高
「
律
令
時
代
の
恩
赦
」（
法
制
史
研
究
三
四
、
一
九
八
四
年
）。

（
５
）
現
行
刑
法
の
注
釈
に
つ
い
て
は
、
金
光
旭
「
刑
の
執
行
猶
予
」
（
西
田
典
之
・
山
口
厚
・

佐
伯

仁
志
編
『
注
釈
刑
法
』
第
一

巻
、
有
斐
閣
、
二
〇
一

〇
年
所
収
）。
ま
た
、
小
池
信
太
郎
「
量
刑
理
論
か
ら
み
た
刑
の
執
行
猶
予
」（
刑
法
雑
誌
五
二
巻
二
号
、
二
〇
一
三
年
）
を
併
せ
て
参
照
。

（
６
）

�井
蒼
生
夫
「
現
行
刑
法
の
制
定
と
そ
の
意
義
」（『
近
代
日
本
の
国
家
形
成
と
法
』
日
本
評
論
社
、
一
九
九
六
年
所
収
）
一
六
九
頁
。

（
７
）
横
田
は
、
後
述
す
る
法
典
調
査
会
刑
法

聯
合
会
に
お
い
て
、

次
の
よ
う
に
述

べ
て
い
る
。
「

万
国
刑
法
会
議

ガ
之

ヲ
一

般
ニ

布
告

シ
タ

デ
ス
刑

ノ
執

行
猶
予

ト
云

フ
モ

ノ
ハ

採
用

ス
ル

ヤ
ウ

ニ
ト

云
フ

コ
ト

ヲ
、
大

変
ニ
宜

イ
」
（
法

務
大

臣
官

房
司
法
法
制
調
査
部
監

修
『

日
本
近
代
立
法
資
料

叢
書
二

五
』
商
事
法
務
研
究
会
、
一
九
八
六
年
、
一
二
一
頁
）。

（
８
）
詳

細
は
正

木
亮
「
国
際
監
獄
会
議
」
（
法

務
資
料
三
九

六
号
、
一
九

六
六
年
）
を

参
照
。
な
お
、
「
国
際
刑

務
会
議
」
の

呼
称
を
使
用
す
る
場
合
も

あ
る
（

牧
野

英
一
「
刑
法
の
国
際

化
」
『
刑
法
研
究
第
十
五

巻
』
有
斐
閣
、
一
九
五

六
年
所
収
）
が
、
本
稿
で
は
歴
史
的
記
述
に

重
き
を
置

き
、

か
つ

て
の

呼
称
が
「

万
国
監
獄
会
議
」
で
あ
る
の
に

鑑
み
て
、
「
国
際
監
獄
会
議
」
の

呼
称
を
使
用
す
る
。
筆

者
が
本
稿
執
筆
に
あ
た
っ
て

参
照
し
た
の
は
、

日
本
の
資
料
と
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
の
報
告
書
で
あ
る
。

（
９
）
前
掲

牧
野
「
刑
法
の
国
際

化
」
五

頁
。

設
立

当
初
の
会

員
録
に

日
本
国

名
は
記
さ
れ
て
お
ら

ず
、
一
八
九
四
年

刊
の
会

誌
に

東
京
大
学
で
教

鞭
を

と
っ
て
い
た

レ
ー

ン
ホ

ル
ム
L
u
d
w
ig
H
erm
a
n
n
L
o
en
h
o
lm
の

名
が

み
え
る
（
M
itg
lied
erv
erzeich

n
is,
M
ittIK

V
4（
1894）,

5
4）
。
な
お
、

レ
ー
ン
ホ
ル
ム
は
日
本
刑
法
の
英
訳
T
H
E
N
E
W
C
R
IM
IN
A
L
C
O
D
E
O
F
J
A
P
A
N（
1907）

も
お
こ
な
っ
て
い
る
。
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（

10）
前
注
（
８
）
参
照
。

（
11）

こ
の
と
き
の
会
議
記
録
は
、
旧
刑
法
に
対
す
る
諸
外
国
の
反
応
を
探
る
た
め
出
張
中
の
村
田
保
が
ド
イ
ツ
で
入
手
し
、
村
田
保
・
山
脇
玄
『
独
逸

法
律
書
』
（
全
十
冊
、
内
務
省
、
一
八
八
八
年
）
の
な
か
で
紹
介
し
て
い
る
。
『
独
逸
法
律
書
』
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
「
『
各
国
刑
法
比
照
』
を
め
ぐ
る

一
考
察
」（
法
学
政
治
学
論
究
九
二
号
、
二
〇
一
二
年
）
四
九
頁
を
参
照
。

（

12）
国
際
監
獄
会
議
参
加
者
に
は
刑
事
人
類
学
会
へ
の
参
列
も
認
め
ら
れ
、
記
録
購
入
の
割
引
も
認
め
ら
れ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
な
お
、
ロ
ン
ブ
ロ
ー

ゾ
C
esa
re
L
o
m
b
ro
so
も
監
獄
会
議
に
参
加
し
て
い
る
。

（

13）
牧
野
英
一
「
国
際
刑
事
学
協
会
に
つ
い
て
の
回
想
」（
前
掲
『
刑
法
研
究
第
十
五
巻
』
所
収
）
三
七
四
・
三
七
五
頁
。

（

14）
正
木
亮
「
刑
の
執
行
猶
予
と
そ
の
過
去
・
現
在
お
よ
び
将
来
」
（
『
刑
法
と
刑
事
政
策
』
増
訂
版
、
有
斐
閣
、
一
九
六
八
年
所
収
）
に
は
、
「
法
廷
に

お
い
て
宣
告
さ
れ
た
刑
罰
が
条
件
付
で
猶
予
さ
れ
る
こ
と
は
刑
事
政
策
上
望
ま
し
い
も
の
で
あ
る
と
し
て
、
世
界
的
に
問
題
化
さ
れ
た
の
は
、
一
八

九
〇
年
の
セ
ン
ト
・
ピ
ー
タ
ー
ス
ブ
ル
グ
（
レ
ニ
ン
グ
ラ
ー
ド
）
の
国
際
監
獄
会
議
に
お
い
て
で
あ
り
、
引
き
つ
づ
い
て
一
八
九
五
年
の
パ
リ
に
お

け
る
第
五
回
国
際
監
獄
会
議
で
も
問
題
に
さ
れ
、
つ
い
に
ド
イ
ツ
に
お
け
る
新
旧
両
派
の
論
争
に
ま
で
発
展
し
た
」
（
一
二
〇
頁
）
と
あ
る
。
も
っ
と

も
、
第
三
回
会
議
で
も
、
拘
禁
刑
に
代
わ
る
「
公
の
設
備
内
の
労
働
に
就
か
し
む
る
如
き
自
由
の
制
限
」
や
「
譴
責
」
が
刑
罰
の
目
的
に
適
う
か
ど

う
か
が
議
題
と
し
て
検
討
さ
れ
て
い
る
（
前
掲
正
木
「
国
際
監
獄
会
議
」
三
〇
頁
）
。
執
行
猶
予
の
議
題
が
提
起
さ
れ
た
の
は
第
一
部
会
で
、
後
述
す

る
日
本
代
表
が
参
加
し
た
の
は
第
二
部
会
で
あ
る
。

（

15）
野
村
泰
亨
訳
「
露
国
万
国
監
獄
会
議
決
議
」
（
大
日
本
監
獄
協
会
雑
誌
四
〇
号
、
一
八
九
一
年
）
三
九
・
四
〇
頁
。
な
お
、
会
議
全
体
の
内
容
は

『
大
日
本
監
獄
協
会
雑
誌
』
二
七
～
三
五
・
三
七
～
四
〇
・
四
二
～
四
六
号
、
一
八
九
〇
～
一
八
九
二
年
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

（

16）
ハ
イ
デ
ル
ベ
ル
ク
大
学
教
授
。
も
っ
と
も
キ
ル
ヘ
ン
ハ
イ
ム
は
第
五
回
会
議
に
お
い
て
、
刑
の
執
行
猶
予
の
導
入
に
つ
い
て
異
議
を
唱

え
、

プ
ロ

ベ
ー

シ
ョ
ン
を

伴
う
か
ら
こ
そ
そ
の

価
値
が
あ
る
と

主
張
す
る
。
S
ee
R
O
E
L
IF
F
B
R
IN
K
E
R
H
O
F
F
&
S
A
M
U
E
L
J
U
N
E
B
A
R
R
O
W
S,
R
E
P
O
R
T
O
F
T
H
E

D
E
L
E
G
A
T
E
S
O
F
T
H
E
U
N
IT
E
D
S
T
A
T
E
S
T
O
T
H
E
F
IF
T
H
I
N
T
E
R
N
A
T
IO
N
A
L
P
R
IS
O
N
C
O
N
G
R
E
S
S
3
1（
1896）,

a
v
a
ila
b
le
a
t
In
tern
et
A
rch
iv
e;

a
ccessed

0
9/
0
1/
1
4.

単
に
刑
の
執
行
を
猶
予
す
る
の
で
は
な

く
、

プ
ロ
ベ
ー

シ
ョ
ン
を

伴
う
か
ら
こ
そ

改
善

効
果
が
認
め
ら
れ
る
と
す
る
考

え
方

は
、

同
会
議
の
日
本
代
表
で
あ
っ
た

小
河

滋
次

郎
の
後
の

見
解
に

影
響
を

及
ぼ
し
た
と

推
測
で
き
る
（

小
河

滋
次

郎
『
刑
法

改
正

案
ノ
二

眼
目

死

刑
及
刑
ノ
執
行
猶
予
』
明
法
堂
、
一
九
〇
二
年
）。

（

17）
議
論
を

整
理
し
た
の
は

報
告

補
佐

役
の
ス
ロ
ツ

チ
エ

ヴ
ス
キ
ー
S
lo
u
tch
ev
sk
y
で
、
四

点
に
つ
い
て
は

ア
メ
リ

カ
の

報
告
書
に
も
記
載
が
あ
る
。

S
ee
C
A
L
E
B
D
W
IN
E
L
L
R
A
N
D
A
L
L
,
T
H
E
F
O
U
R
T
H
I
N
T
E
R
N
A
T
IO
N
A
L
P
R
IS
O
N
C
O
N
G
R
E
S
S,
172（

1891）,
a
v
a
ila
b
le
a
t
id
..
報
告
書
に
は
、
リ

ス
ト
・
キ
ル
ヘ
ン
ハ
イ
ム
の

他
に
も

報
告
者
の

名
が

み
え
る
。
な
お
、

②
の
「
譴
責
」
に

相
当
す
る

語
に
・a
d
m
in
istra

tio
n
・
と
あ
る
の
は
、
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・a
d
m
o
n
itio
n
・
の
間
違
い
か
。
会
議
は
フ
ラ
ン
ス
語
が
公
式
語
と
さ
れ
た
が
、
英
語
・
ド
イ
ツ
語
で
の
発
言
も
許
さ
れ
た
。

（
18）

前
掲
小
野
『
刑
の
執
行
猶
予
と
有
罪
判
決
の
宣
告
猶
予
』
二
四
～
三
四
頁
。

（
19）

ア
メ
リ
カ
の
報
告
書
に
は
書
記
官
と
し
て
M
r.
O
h
m
a
ieの
名
が
み
え
る
が
、
大
前
退
蔵
の
こ
と
か
（
R
A
N
D
A
L
L
,
su

p
ra
n
o
te
1
7,
a
t
11
4）。

（

20）
会
議
参
列
員
の
資
格
と
し
て
、
政
府
の
派
遣
す
る
正
式
な
代
表
者
の
他
、
監
獄
局
の
高
官
、
刑
事
法
の
大
学
教
授
、
監
獄
協
会
の
代
表
者
、
委
員

会
に
よ
っ
て
招
聘
さ
れ
た
者
（
特
に
監
獄
学
の
研
究
者
、
刑
務
官
や
少
年
院
の
教
官
、
保
護
事
業
の
代
表
）
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
（
R
A
N
D
A
L
L
,

su
p
ra
n
o
te
1
7,
a
t
9
0）。

（

21）
前
掲
正
木
「
国
際
監
獄
会
議
」
三
六
・
三
七
頁
お
よ
び
前
掲
姫
嶋
『
明
治
監
獄
法
成
立
史
の
研
究
』
一
八
〇
頁
。

（

22）
前
掲
正
木
「
国
際
監
獄
会
議
」
三
六
頁
。

（

23）
前
回
は
一
三
九
件
で
あ
っ
た
も
の
が
二
二
三
件
ま
で
増
加
し
た
。
た
だ
し
、
議
題
数
の
増
加
は
批
判
さ
れ
、
次
回
ブ
リ
ュ
ッ
セ
ル
会
議
で
扱
っ
た

議
題
は
一
六
件
に
過
ぎ
な
か
っ
た
。

（

24）
派
遣
当
時
は
、
実
務
経
験
を
積
む
た
め
神
奈
川
県
典
獄
（
刑
務
所
長
）
に
転
任
し
て
い
る
。

（

25）
前
掲
正
木
「
国
際
監
獄
会
議
」
五
七
・
五
八
頁
。

（

26）
こ
の
あ
た
り
の
事
情
に
つ
い
て
は
、
姫
嶋
瑞
穂
「
外
国
人
処
遇
対
策
と
明
治
二
二
年
「
監
獄
則
」
の
改
正
」（
前
掲
『
明
治
監
獄
法
成
立
史
の
研
究
』

所
収
）。

（

27）
加
地
鈔
太
郎
訳
「
巴
里
第
五
回
列
国
監
獄
会
議
議
事
要
録
」
（
大
日
本
監
獄
協
会
雑
誌
九
〇
号
、
一
八
九
五
年
）
二
七
頁
。
同
旨
の
も
の
に
、
前
掲

正
木
「
国
際
監
獄
会
議
」
六
二
・
六
三
頁
お
よ
び
B
R
IN
K
E
R
H
O
F
F
&
B
A
R
R
O
W
S,

su
p
ra
n
o
te
1
6,
a
t
3
0-3
7.
ア
メ
リ
カ
の
報
告
書
に
は
、
報
告

内
容
の
掲
載
も
あ
る
。

（

28）
前
注
（
９
）
参
照
。

（

29）
た
と
え
ば
、
岡
松
参
太
郎
「
刑
ノ
執
行
猶
予
ニ
関
ス
ル
法
律
ヲ
論
ス
」
（
法
律
経
済
学
内
外
論
叢
四
巻
二
号
、
一
九
〇
五
年
）
六
六
頁
ほ
か
、
後
注

（

34）
の
文
献
に
も
見
ら
れ
る
。

（

30）
A
d
o
lp
h
P
R
IN
S,
C
o
n
d
a
m
n
a
tio
n
C
o
n
d
itio
n
elle,

B
u
ll.

U
ID

P
1（
1889）,

2
8-3
3.

（

31）
L
a
m
m
a
sch
,
E
m
p
fieh
lt
sich

d
ie
E
in
f�
h
ru
n
g
d
er
b
ed
in
g
ten
V
eru
rteilu

n
g
（
b
elg
isch
es
G
esetz

v
o
m
3
1.
m
a
i
1888）

in
d
ie

S
tra
fg
esetzg

eb
u
n
g
d
er

�
b
rig
en
L
�
n
d
er
u
n
d
u
n
ter
w
elch
en
V
o
ra
u
ssetzu

n
g
en
?,
M
ittIK

V
1（
1889）,

3
4-4
3.

（

32）
そ
れ
は
、
誠
実
な
人
間
h
o
n
n
� te
h
o
m
m
eに
は
厳
し
す
ぎ
る
と
い
う
。

（

33）
な
お
、
筆
者
は
一
八
四
一
年
法
を
確
認
で
き
て
い
な
い
。
イ
タ
リ
ア
刑
法
の
沿
革
に
つ
い
て
は
、
森
下
忠
「
イ
タ
リ
ア
刑
法
沿
革
略
史
」
（
法
務
資
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料
四
三
二
号
、
一
九
七
七
年
）
を
参
照
。

（
34）

加
地
鈔
太
郎
「
短
期
自
由
刑
に
代
る
へ
き
諸
刑
に
就
て
」（
大
日
本
監
獄
協
会
雑
誌
五
三
・
五
六
号
、
一
八
九
二
・
一
八
九
三
年
）。

（
35）

国
家
学
会
雑
誌
七
巻
七
五
・
七
六
号
、
一
八
九
三
年
。

（

36）
国
家
学
会
雑
誌
八
巻
八
四
・
八
五
号
、
一
八
九
四
年
。

（

37）
国
家
学
会
雑
誌
八
巻
八
九
・
九
〇
号
、
一
八
九
四
年
。

（

38）
現
行
刑
法
制
定
の
歴
史
的
経
緯
に
つ
い
て
は
、
前
掲

�井
「
現
行
刑
法
の
制
定
と
そ
の
意
義
」
お
よ
び
内
田
文
昭
・
山
火
正
則
・

�井
蒼
生
夫

『
刑
法
〔
明
治
四
十
年
〕
』
（
全
十
巻
、
日
本
立
法
資
料
全
集
二
〇
～
二
七
、
信
山
社
、
一
九
九
四
～
二
〇
〇
九
年
）
所
収
の
解
説
を
参
照
。
な
お
、
制

定
史
を
ど
の
よ
う
に
区
分
す
る
に
つ
い
て
は
議
論
の
余
地
が
あ
る
も
の
の
、
本
稿
は
歴
史
区
分
に
つ
い
て
論
じ
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
な
い
た
め
、

こ
こ
で
は

�井
氏
の
基
準
に
従
っ
て
お
く
。

（

39）
法
典
調
査
会
は
、
法
典
論
争
に
よ
っ
て
施
行
が
延
期
さ
れ
た
民
商
両
法
典
改
正
の
た
め
に
明
治
二
十
六
年
三
月
に
設
置
さ
れ
た
内
閣
付
属
の
立
法
・

調
査
・
審
議
機
関
で
あ
る
。
同
三
十
六
年
四
月
に
廃
止
さ
れ
る
ま
で
十
年
間
存
続
し
た
が
、
同
三
十
二
年
の
法
典
調
査
会
規
則
改
正
を
境
に
前
期
・

後
期
に
区
分
さ
れ
る
。
刑
法
草
案
の
審
議
が
お
こ
な
わ
れ
た
の
は
後
期
で
、
第
三
部
が
担
当
し
た
。

（

40）
後
述
す
る
よ
う
に
第
二
期
で
成
立
し
た
刑
法
改
正
案
は
明
治
三
十
四
年
二
月
第
一
五
回
帝
国
議
会
に
提
出
さ
れ
、
翌
年
一
月
第
一
六
回
帝
国
議
会

に
若
干
修
正
さ
れ
た
「
刑
法
改
正
案
」
（
二
編
二
九
九
条
）
が
、
さ
ら
に
同
年
十
二
月
第
一
七
回
帝
国
議
会
に
「
刑
法
改
正
案
」
（
二
編
二
九
八
条
）

が
提
出
さ
れ
た
が
、
議
会
解
散
の
た
め
審
議
に
は
至
ら
な
か
っ
た
。

（

41）
杉
山
晴
康
・

�井
蒼
生
夫
編
『
刑
法
改
正
審
査
委
員
会
決
議
録

刑
法
草
案
（
明
治
二
十
八
年
・
同
三
十
年
）
』
（
早
稲
田
大
学
比
較
法
研
究
所
叢

書
一
八
号
、
一
九
八
九
年
）
七
九
～
八
七
頁
。
会
議
は
四
月
の
仮
出
獄
に
関
す
る
決
議
に
続
い
て
お
こ
な
わ
れ
た
。

（

42）
横
田
国
臣
は
後
年
、
大
審
院
長
と
し
て
十
五
年
在
職
し
、
大
審
院
存
続
期
間
中
誰
も
そ
の
記
録
を
破
っ
て
い
な
い
。
大
分
県
に
生
ま
れ
慶
應
義
塾

に
入
塾
し
た
が
学
費
を
支
払
う
こ
と
が
で
き
ず
に
退
塾
、
埼
玉
県
官
吏
に
就
職
、
後
に
司
法
省
に
入
省
、
検
事
、
司
法
省
書
記
官
に
累
進
、
明
治
十

九
年
に
は
欧
米
留
学
を
命
じ
ら
れ
、
特
に
ド
イ
ツ
に
は
長
く
滞
在
し
て
同
二
十
四
年
に
帰
朝
し
た
。
横
田
が
ド
イ
ツ
法
律
学
を
身
に
つ
け
た
の
は
こ

の
留
学
の
結
果
と
い
わ
れ
る
。
帰
朝
後
、
司
法
省
参
事
官
と
し
て
刑
法
改
正
に
従
事
し
た
（
手
塚
豊
・
向
井

健
「
法
学
部
法
律
学

科
」
『
慶
應
義
塾

百

年
史
別
巻
（
大
学
編
）』
慶
應
義
塾
、
一
九
六
二
年
所
収
、
一
七
・
一
八
頁
）。

（

43）
同
案
四
五
条
に
は
刑
の

時
効
の
期

限
と
し
て
、

死
刑
三
十
年
、

無
期
刑
二
十
五
年
、
十
五
年

以
上
二
十
年

以
下
の

有
期
刑
二
十
年
、
十
年

以
上
十

五
年

以
下
の

有
期
刑
十
五
年
、
三
年

以
上
十
年

以
下
の

有
期
刑
十
年
、
三
年

以
下
の

有
期
刑
七
年
、

罰
金
五
年
、

拘
留

科
料
一
年
と

起
草
さ
れ
た
。

猶
予
期
間
は
原
案
は
七
年
で
固
定
さ
れ
て
い
た
が
五
年
に
短
縮
さ
れ
た
（
後
注
（

60）
参
照
）。
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（

44）
附
言
と
し
て
、「
損
害
の
全
部
」
と
記
し
た
の
は
僅
か
な
賠
償
で
執
行
猶
予
を
受
け
よ
う
と
す
る
こ
と
を
回
避
す
る
た
め
で
あ
る
、
と
あ
る
。

（
45）

史
料
に
は
条
文
に
傍
線
が
引
か
れ
て
い
る
。
二
回
一
括
の
記
録
は
、
こ
の
部
分
の
論
争
が
激
し
か
っ
た
こ
と
に
起
因
す
る
か
。

（
46）

史
料
に
は
、
「
行
刑
猶
予
ハ
前
々
ヨ
リ
便
宜
的
ノ
主
義
ヲ
以
テ
之
ヲ
許
ス
コ
ト
ト
ナ
リ
居
ル
モ
ノ
」
と
あ
る
が
、
当
時
の
日
本
が
起
訴
便
宜
主
義
を

採
用
し
て
い
た
わ
け
で
は
な
く
、
実
務
慣
行
と
し
て
お
こ
な
わ
れ
て
い
た
微
罪
不
検
挙
を
意
味
す
る
。
詳
し
く
は
、
三
井
誠
「
検
察
官
の
起
訴
猶
予

裁
量
（
一
）」（
法
学
協
会
雑
誌
八
七
巻
九
・
一
〇
号
、
一
九
七
〇
年
）
を
参
照
。

（

47）
四
番
目
に
多
い
の
が
、
詐
欺
取
財
及
受
寄
財
物
費
消
の
一
六
七
四
九
人
で
あ
る
（
『
日
本
帝
国
司
法
省
刑
事
統
計
年
報
』
第
一
八
、
明
治
二
十
五
年
、

一
一
～
一
七
頁
）
。
当
時
の
賭
博
に
つ
い
て
は
、
末
澤
国
彦
「
明
治
後
期
に
お
け
る
賭
博
罪
の
運
用
を
め
ぐ
る
一
考
察
」
（
日
本
法
学
六
九
巻
二
号
、

二
〇
〇
三
年
）
を
参
照
。

（

48）
前
掲
三
井
「
検
察
官
の
起
訴
猶
予
裁
量
（
一
）」
九
一
二
頁
。

（

49）
削
除
の
経
緯
に
つ
い
て
は
、
山
火
正
則
「
現
行
「
自
首
・
首
服
」
規
定
の
成
立
過
程
」
（
神
奈
川
法
学
三
〇
巻
一
号
、
一
九
九
五
年
）
一
六
三
～
一

六
五
頁
を
参
照
。

（

50）
新
律
綱
領
・
改
定
律
例
に
お
い
て
、
財
産
犯
で
損
害
の
全
部
を
賠
償
し
自
首
し
た
者
は
、
刑
が
免
除
さ
れ
た
。
律
に
お
け
る
自
首
に
つ
い
て
は
、

矢
野
祐
子
「
旧
刑
法
に
お
け
る
自
首
条
の
成
立
」
（
法
研
論
集
五
六
・
五
七
号
、
一
九
九
〇
年
）
、
水
林
彪
「
新
律
綱
領
・
改
定
律
例
の
世
界
」
（
石
井

紫
郎
・
水
林
彪
『
法
と
秩
序
』
岩
波
書
店
、
一
九
九
二
年
）
、
霞
信
彦
「
自
首
規
定
、
そ
の
光
と
影
」
（
『
矩
を
踰
え
て
』
慶
應
義
塾
大
学
出
版
会
、
二

〇
〇
七
年
所
収
）
を
参
照
。

（

51）
剥
奪
公
権
は
、
同
案
一
二
条
に
附
加
刑
と
し
て
規
定
さ
れ
る
。
そ
の
他
の
附
加
刑
は
、
停
止
公
権
（
史
料
に
は

抹
消
線

有
り
）
、

禁
治
産
（
同

上
）
、

監
視
、
没
収
で
あ
る
。
な
お
、
付
加
の
監
視
刑
の
猶
予
に
関
す
る
規
定
は
削
除
さ
れ
た
。

（

52）
前
掲
『
刑
法
改
正
審
査
委
員
会
決
議
録
』
三
七
・
三
八
頁
。

（

53）
た
だ
し
、
史
料
に
は
傍
線
が
付
さ
れ
て
い
る
。

（

54）
前
掲
『
刑
法
改
正
審
査
委
員
会
決
議
録
』
五
～
二
八
頁
。
解
題
に
つ
い
て
は
二
七
九
・
二
八
〇
頁
を
参
照
。

（

55）
曲
木
如
長
訳
『
伊
太
利
刑
法
』（
司
法
省
、
一
八
九
〇
年
）
一
一
・
一
二
頁
。

（

56）
現
行

制
度
の
猶
予

判
断
を
め
ぐ
る

問
題
に
つ
い
て
は
、

植
野

聡
「
刑

種
の

選
択
と
執
行
猶
予
に

関
す
る

諸
問

題
」
（
大

阪
刑
事
実
務
研

究
会

編
著

『
量
刑
実
務
大
系
』
四
、
判
例
タ
イ
ム
ズ
社
、
二
〇
一
一
年
所
収
）
を
参
照
。

（

57）
岡
田
朝
太
郎
「
刑
ノ
執
行
猶
予
ノ
立
法
例
」（
明
治
法
学
三
八
・
三
九
号
、
一
九
〇
二
年
）。

（

58）
F
ra

n
k
reich

,
E
n
tw

u
rf

ein
es

S
t.G

.B
.・s,

su
p
ra

9,
165-186.
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（

59）
な
お
、
初
期
草
案
三
九
条
に
諸
外
国
の
影
響
が
皆
無
で
あ
る
と
は
い
え
な
い
。
国
際
監
獄
会
議
で
検
討
の
対
象
と
さ
れ
た
執
行
猶
予
を
軽
罪
に
の

み
付
し
う
る
か
重
罪
に
も
認
め
る
か
と
い
う
客
観
的
な
枠
組
み
に
よ
る
基
準
に
加
え
て
、
一
八
八
七
年
イ
ギ
リ
ス
の
初
犯
者
考
試
法
で
は
、
犯
人
の

若
年
・
性
格
・
経
歴
、
犯
罪
が
軽
微
で
あ
る
こ
と
、
酌
量
す
べ
き
情
状
を
基
準
と
し
て
列
挙
し
、
同
法
は
一
九
〇
七
年
の
全
部
改
正
で
、
健
康
お
よ

び
精
神
状
態
が
加
え
ら
れ
た
。
ま
た
、
ノ
ル
ウ
ェ
ー
の
一
八
九
四
年
法
は
、
犯
人
の
年
齢
、
普
段
の
行
状
、
犯
罪
が
極
め
て
軽
微
で
あ
る
こ
と
、
情

状
に
特
に
酌
量
す
べ
き
も
の
が
あ
る
と
き
、
犯
人
の
完
全
か
つ
合
法
に
な
さ
れ
た
自
白
、
被
害
者
に
対
し
謝
罪
の
上
そ
の
損
害
を
賠
償
し
た
こ
と
、

と
い
う
行
為
者
の
個
別
の
事
情
を
も
考
慮
し
た
基
準
を
明
文
化
し
て
い
る
。
ま
た
、
猶
予
の
言
渡
し
を
付
す
こ
と
が
可
能
な
刑
期
の
上
限
を
六
月
と

し
た
こ
と
は
、
史
料
上
は
特
に
明
記
さ
れ
て
い
な
い
も
の
の
、
ベ
ル
ギ
ー
の
一
八
八
八
年
法
に
倣
っ
た
か
。
猶
予
期
間
に
つ
い
て
は
仏
草
案
に
は
三

年
と
あ
る
が
、
刑
の
時
効
期
間
は
同
案
に
二
年
未
満
の
懲
役
・
禁
錮
刑
に
つ
い
て
五
年
の
期
間
が
定
め
ら
れ
て
い
る
。

（

60）
前
掲
『
刑
法
改
正
審
査
委
員
会
決
議
録
』
二
〇
一
～
二
〇
三
頁
。
参
考
ま
で
に
、
同
草
案
で
は
時
効
の
期
間
が
「
有
期
ノ
懲
役
又
ハ
禁
錮
ハ

中

略
三
年
未
満
ハ
五
年
」
（
四
一
条
三
号
）
と
定
め
ら
れ
、
重
罪
の
刑
に
つ
い
て
は
「
死
刑
、
懲
役
、
禁
錮
、
剥
奪
公
権
、
監
視
及
ヒ
罰
金
ヲ
重
罪
ノ

刑
ト
ス
」（
九
条
一
項
）
と
さ
れ
た
。

（

61）
こ
の
ほ
か
、
明
治
二
十
八
年
案
が
あ
る
が
、
執
行
猶
予
に
関
す
る
規
定
は
明
治
三
十
年
案
と
同
一
で
あ
る
た
め
本
稿
で
は
扱
わ
な
い
。

（

62）
「
法
典
調
査
会
員
特
別
担
任
年
月
調
（
甲
、
乙
）
」
（
法
務
大
臣
官
房
司
法
法
制
部
調
査
部
監
修
『
日
本
近
代
立
法
資
料
叢
書
二
八
』
商
事
法
務
研
究

会
、
一
九
八
六
年
所
収
）
五
四
～
五
六
頁
。
明
治
三
十
三
年
に
は
、
刑
法
草
案
整
理
委
員
が
任
命
さ
れ
て
お
り
、
横
田
、
倉
富
、
富
井
、
長
谷
川
喬
、

古
賀
、
石
渡
に
加
え
て
、
同
年
十
一
月
二
十
日
に
岡
田
朝
太
郎
が
任
命
さ
れ
た
（
六
〇
頁
）。

（

63）
内
九
回
は
収
録
さ
れ
て
い
な
い
。

（

64）「
法
典
調
査
会
会
議
日
誌
（
第
三
部
）」（
前
掲
『
刑
法
〔
明
治
四
十
年
〕（

２
）』
所
収
）
一
八
三
頁
。

（

65）
前
掲
『
日
本
近
代
立
法
資
料
叢
書
二
五
』
九
二
～
一
三
〇
頁
。

（

66）
倉
富
は
、「

コ
ン
ナ
変
ナ
罰
ス
ル
ト
モ
罰
セ
ヌ
ト
モ
付
カ
ヌ
ヤ
ウ
ナ
事
ハ
止
ス
方
ガ
宜
シ
イ
」
と
い
う
。

（

67）
古
賀
は
、
新
派
刑
法
学
の
影
響
を
受
け
て
犯
罪
者
は
「
懲
治
」
で
き
る
者
と
そ
う
で
な
い
者
の
二
つ
に
分
け
ら
れ
る
と
説
い
た
。

（

68）
な
お
、

後
に

施
行
さ
れ
た
法

律
で
は
執
行
猶
予
は
検
事
の

請
求
ま
た
は

裁
判
官
に
よ
っ
て
付
す
こ
と
が
可
能
と
さ
れ
た
が
、
大
正
期
に
は

起
訴
猶

予
裁
量
の

拡
張
に
よ
っ
て
、
検
事
の

請
求
に
よ
る
執
行
猶
予
が

漸
減
し
て
い

く
こ
と
が

指
摘
さ
れ
て
い
る
（
三
井

誠
「
検

察
官
の

起
訴
猶
予

裁
量

（
二
）」
法
学
協
会
雑
誌
九
一
巻
七
号
、
一
九
七
四
年
、
九
一
頁
）。

（

69）
前
掲
『
日
本
近
代
立
法
資
料
叢
書
二
五
』
一
〇
二
頁
。

（

70）
当
初
は
前
月
十
三
日
に
執
行
猶
予
に
関
す
る
会
議
を
お
こ
な
う
予
定
で
あ
っ
た
が
、

延
期
さ
れ
て
い
る
。
そ
の

後
、
二
十
三
・
二
十
五
日
の

聯
合
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会
を
経
て
詳
細
の
加
除
修
正
が
加
え
ら
れ
た
。

（
71）

前
掲
『
刑
法
〔
明
治
四
十
年
〕（
２
）』
一
八
八
頁
。

（
72）

こ
の
後
も
刑
法
草
案
の
整
理
作
業
は
続
け
ら
れ
た
よ
う
だ
が
、
目
立
っ
た
議
論
は
見
ら
れ
な
い
。

（

73）
前
掲
『
刑
法
〔
明
治
四
十
年
〕（
２
）』
四
七
一
・
四
七
二
頁
。
同
節
三
七
～
三
九
条
は
仮
出
獄
・
仮
出
場
に
関
す
る
規
定
で
あ
る
。

（

74）
帝
国
議
会
に
お
け
る
審
議
経
過
の
様
子
は
、
特
に
言
及
が
な
い
限
り
松
尾
浩
也
増
補
解
題
・
倉
富
勇
三
郎
・
平
沼
騏
一
郎
・
花
井
卓
蔵
監
修
・
高

橋
治
俊
・
小
谷
二
郎
編
集
『
増
補
刑
法
沿
革
綜
覧
』（
日
本
立
法
資
料
全
集
別
巻
二
、
信
山
社
、
一
九
九
〇
年
）
に
よ
る
。

（

75）
本
史
料
は
議
会
開
催
の
際
に
参
考
資
料
と
し
て
配
布
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
（
前
掲
『
刑
法
〔
明
治
四
十
年
〕（
３
）
Ⅰ
』
六
三
頁
）。

（

76）
前
掲
『
刑
法
〔
明
治
四
十
年
〕（
３
）
Ⅰ
』
八
一
～
八
三
頁
。

（

77）
貴
族
院
で
は
、
司
法
大
臣
金
子
堅
太
郎
に
よ
る
刑
法
改
正
案
提
出
に
関
す
る
趣
旨
説
明
が
お
こ
な
わ
れ
、
本
案
は
委
員
会
に
付
託
さ
れ
る
こ
と
が

決
定
さ
れ
た
。
刑
法
改
正
案
特
別
委
員
に
任
命
さ
れ
た
の
は
、
公
爵
徳
川
家
達
、
子
爵
丹
羽
長
保
、
男
爵
岡
内
重
俊
、
清
浦
奎
吾
、
三
好
退
蔵
、
松

岡
康
毅
、
名
村
泰
蔵
、
村
田
保
、
平
田
東
助
、
馬
屋
原
彰
、
都
筑
馨
六
、
菊
池
武
夫
、
高
木
豊
三
、
富
井
政
章
、
穂
積
八
束
の
十
五
名
。
政
府
委
員

と
し
て
改
正
案
の
逐
条
説
明
を
お
こ
な
っ
た
の
は
、
倉
富
勇
三
郎
と
石
渡
敏
一
で
あ
る
。

（

78）
前
掲
『
増
補
刑
法
沿
革
綜
覧
』
二
三
〇
頁
。
な
お
、
監
獄
費
は
西
南
戦
争
に
よ
る
経
費
節
減
の
影
響
を
受
け
て
、
明
治
十
三
年
太
政
官
第
四
八
号

布
告
に
よ
り
各
府
県
監
獄
の
経
費
は
地
方
が
支
出
し
て
い
た
。
明
治
二
十
年
代
半
ば
に
は
、
監
獄
改
良
の
問
題
と
と
も
に
国
庫
支
弁
が
提
言
さ
れ
る

が
、
同
三
十
三
年
に
「
府
県
監
獄
費
及
府
県
監
獄
建
築
修
繕
費
ノ
国
庫
支
弁
ニ
関

ス
ル
法

律
」
（
法

律
第
四
号
）
が

成
立
す
る
に
及

ん
で
、
国
庫
に
よ

る
支
出
が

可
能
と
な
っ
た
。

そ
れ
に

伴
い
、
監
獄

行
政
を

担
う

役
所
を
内

務
省

か
ら
司
法

省
へ

移
管
す

べ
き

か
ど
う

か
が

検
討
さ
れ
る
（

姫
嶋

瑞
穂

「
監
獄
行
政
の
再
編
と
明
治
四
一
年
「
監
獄
法
」
の
制
定
」
前
掲
『
明
治
監
獄
法
成
立
史
の
研
究
』
所
収
）。

（

79）
名
村
は
、
旧
刑
法
制
定
に
あ
た
っ
て
ボ
ア
ソ
ナ
ー
ド
の
通
訳
を
務
め
た
人
物
で
あ
る
。

（

80）
法

典
調

査
会
に
お
け
る

秘
密

主
義
の

下
で
の
立
法
作
業
は

批
判
を
受
け
、
第
一
五

回
帝
国
議
会
で
審
議

未
了
と
な
っ
た
三
十
四
年
案
は
、
全
国
の

裁
判

所
・

検
事

局
・
弁

護
士
会

宛
に

送
付
、

諮
問
さ
れ
た
。

回
収
さ
れ
た

意
見

書
を

分
類
・
整
理
し
た
も
の
が
「
刑
法
及
刑

事
訴

訟
法

意
見

書
」
（
お

よ
び

追
加
）
で
あ
る
。
本
史
料
に
は

佐
賀
地
方

裁
判

所
長
の
、

猶
予

期
間
を

無
事
に
経
過
し
た
後
に
刑
の
言
渡
を

取
消
す
の
は

権
衡
を

失
す
も
の
で

あ
る
、
と
の

意
見
が

み
え
る
。
こ
れ
ら
の

意
見
を
加

味
し
て
「
刑
法

再
整
理
案

」
（
明
治
三
十
四
年
十
一

月
）
が
作

成
さ
れ
た
（

福
島
正
夫
編
『
穂
積

陳
重
博
士
と
明
治
・
大
正
期
の
立
法
事
業
』
民
法
成
立
過
程
研
究
会
、
一
九
六
七
年
）。

（

81）
前
掲
『
刑
法
〔
明
治
四
十
年
〕（

４
）』
七
九
頁
。

（

82）
前
掲
『
増
補
刑
法
沿
革
綜
覧
』
四
四
一
・
四
四
二
頁
。
同
節
三
五
～
三
七
条
は
仮
出
獄
・
仮
出
場
に
関
す
る
規
定
で
あ
る
。

明治三十八年「刑ノ執行猶予ニ関スル法律」（法律第七〇号）について

41



81

（

83）
同
案
一
八
条
に
は
、
「
三
月
以
下
の
懲
役
も
し
く
は
禁
錮
ま
た
は
拘
留
に
処
せ
ら
れ
た
る
者
は
、
情
状
に
よ
り
一
円
以
上
三
百
円
以
下
の
贖
金
を
納

め
し
め
、
そ
の
執
行
に
充
つ
る
こ
と
を
得
」
と
の
規
定
（
贖
金
制
度
）
が
新
設
さ
れ
た
。
こ
の
制
度
に
対
し
て
菊
池
武
夫
は
、
刑
の
執
行
猶
予
で
対

処
す
れ
ば
済
む
問
題
を
、
ど
う
し
て
最
も
軽
い
刑
に
だ
け
こ
の
よ
う
な
制
度
を
認
め
る
の
か
疑
問
が
呈
さ
れ
た
。
政
府
委
員
の
古
賀
は
、
執
行
猶
予

は
要
件
が
厳
し
い
が
、
贖
金
は
広
く
適
用
が
可
能
で
あ
る
と
の
説
明
を
お
こ
な
っ
て
い
る
。
そ
も
そ
も
同
条
は
、
「
外
国
水
夫
」
な
ど
の
犯
罪
を
想
定

し
て
立
案
さ
れ
た
が
、
刑
法
上
に
外
国
水
夫
と
規
定
す
る
の
も
「
面
白
ク
ナ
イ
」
と
し
て
「
情
状
ニ
因
リ
」
と
の
表
現
に
代
え
ら
れ
た
。
菊
池
は
贖

金
に
強
く
反
対
し
、
立
法
者
が
外
国
の
水
夫
に
限
る
と
し
て
も
、
法
律
に
は
そ
の
よ
う
に
規
定
さ
れ
て
い
な
い
た
め
、
刑
の
執
行
猶
予
で
か
ま
わ
な

い
で
は
な
い
か
、
執
行
猶
予
と
は
、
再
犯
の
場
合
の
扱
い
が
異
な
る
と
す
る
が
、
そ
こ
ま
で
想
定
す
る
必
要
が
あ
る
の
か
、
も
し
外
国
人
水
夫
の
こ

と
を
考
え
る
の
で
あ
れ
ば
執
行
猶
予
の
規
定
を
修
正
す
れ
ば
済
む
話
で
は
な
い
の
か
。
「
コ
ン
ナ
ア
ヤ
フ
ヤ
ナ
説
（
贖
金
の
こ
と

筆
者
註
）
カ
新

シ
イ
事
柄
ヲ
始
ム
ル
ヨ
リ
ハ
、
セ
メ
テ
同
シ
新
シ
ク
ツ
テ
モ
刑
ノ
執
行
猶
予
ク
ラ
ヰ
テ
ソ
レ
テ
取
纏
メ
テ
ヤ
ツ
タ
方
カ
宜
ク
ハ
ナ
イ
カ
」
と
し
て
一

八
条
削
除
を
提
案
し
た
（
前
掲
『
増
補
刑
法
沿
革
綜
覧
』
八
〇
二
頁
）
。
な
お
、
政
府
は
刑
事
訴
訟
法
で
一
八
条
の
使
用
に
制
限
を
か
け
る
予
定
で
あ

る
と
し
て
い
る
。
ち
な
み
に
明
治
三
十
四
年
の
「
改
正
刑
事
訴
訟
法
草
案
」
に
は
、
執
行
猶
予
に
関
す
る
条
文
と
し
て
次
の
規
定
が
あ
る
。

四
一
五
条
刑
ノ
執
行
猶
予
ハ
検
事
ノ
請
求
ニ
因
リ
又
ハ
裁
判
所
ノ
職
権
ヲ
以
テ
刑
ノ
言
渡
ト
同
時
ニ
判
決
ヲ
以
テ
之
ヲ
言
渡
ス
可
シ

四
一
六
条
刑
ノ
執
行
猶
予
ノ
取
消
ハ
刑
ノ
執
行
ヲ
指
揮
ス
可
キ
検
事
ノ
請
求
ニ
因
リ
其
検
事
所
属
ノ
裁
判
所
之
ヲ
決
定
ス
可
シ

贖
金
の
淵
源
は
律
に
よ
る
。
以
上
の
議
論
を
経
て
な
お
、
同
条
は
委
員
会
で
の
修
正
が
加
え
ら
れ
て
い
な
い
。

（

84）
理
由
書
の
冒
頭
部
分
は
次
の
通
り
（
前
掲
『
刑
法
〔
明
治
四
十
年
〕（
４
）』
七
六
・
七
七
頁
）。

理
由

犯
罪
必
罰
ハ
報

復
主

義
ヲ

採
用
ス
ル
刑
法
ノ
題

目
ニ
シ
テ
報

復
主

義
ヲ

採
ル
刑
法
ハ

既
ニ

数
世

紀
前
ノ

遺
物
ニ
属
ス

蓋
シ
一
国
ノ
刑
法
ヲ

設
ケ
テ
犯
罪
ヲ
訴

追
シ

科
刑
ス
ル
ハ
其

目
的
ト
ス
ル
所
一
ニ
其

社
会

団
体
ノ

秩
序
ヲ

維
持
ス
ル
ニ

在
リ

秩
序

維
持
ニ
必
要
ナ
ル
限
度
以
外
ニ
犯
人

ヲ
痛

苦
セ
シ
メ
ン
ト
ス
ル
ニ

在
ラ
ス

即
チ

総
テ
ノ
犯
人
ヲ
必
罰
ス
ル
ニ

在
ラ
ス
シ
テ

秩
序
ノ

維
持
上
罰
セ

サ
ル
可
カ
ラ

サ
ル
犯
人
ノ

ミ
ヲ
罰
ス
ル

ニ
在
リ
所

謂
初
犯
ノ

短
期

囚
ノ

如
キ
其
罪

跡
ノ

重
要
ナ
ル
モ
ノ
ア
ル
ニ
ア
ラ
ス
又
ハ
其
犯
情
ノ

憎
悪
ス
可
キ
者
ア
ル
ニ
ア
ラ
ス

多
ク
ハ

是
一
時
ノ

慾
情
ニ

誘
惑
セ
ラ
レ
テ

終
ニ
刑
律
ヲ
犯
カ
ス
ニ

至
リ
タ
ル
者
ト
ス
一

旦
犯
行
ヲ

終
リ
テ
事
ノ

既
ニ

発
露
ス
ル
ヤ

自
ラ
改

悛
ノ

念
慮
ニ

駆
ラ
レ
テ
其

良
心
モ

亦
其

生
平
ニ

復
ス

此
時
ニ

当
リ
猶

ホ
法
禁
ノ

違
背
ス
可
カ
ラ

サ
ル
モ
ノ
ア
リ
ト
シ
之
ニ
法
定
ノ
刑
ヲ

宣
告
シ
其
刑
ヲ
執
行
セ
シ
メ
ン
ト
ス

ル
ハ
所

謂
秩

序
維

持
ニ
夫
レ

何
等
ノ

効
ア
リ
ト
ス
ル

況
ン
ヤ
刑

辟
ニ

触
ル
ル
コ
ト
ハ
人

生
至

大
ノ

汚
辱
ナ
リ

若
シ
一

旦
此

大
汚

辱
ヲ

受
ケ
テ
之
ヲ

忍
ハ

サ
ル
可
ラ

サ
リ
シ
ト
ス
レ
ハ

抑
何
ノ

汚
辱
カ
之
ヲ

受
ク
ル
コ
ト
ヲ

忍
フ
可
カ
ラ

サ
ラ
ン
罰
ス
ル
必
要
ナ
キ
犯
人
ニ
其
刑
ヲ
執
行
セ
シ
ム
ル
ハ

更
ニ

他
ノ
犯
行
ヲ

敢
テ
ス
ル

蛮
勇
ヲ

助
長
ス
ル
ニ
外
ナ
ラ

サ
ル
ニ

於
テ
ヲ
ヤ

況
ン
ヤ

監
獄
ト

曰
フ
モ
ノ

多
ク

是
犯
罪

研
究

学
院
タ
ル
ニ

過
キ
ス
シ

テ
一

日
入

獄
セ
ハ
一

日
犯
罪

術
ヲ

講
究
ス
罰
ス
ル
必
要
ナ
キ
犯
人
ニ
刑
ヲ
執
行
セ
シ
ム
ル
ハ

更
ニ

良
教

師
ノ
指

導
ノ
下
ニ
其
犯
罪

術
ヲ

巧
妙
ナ
ラ

成蹊法学81号 論 説
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シ
ム
ル
ニ
外
ナ
ラ
サ
ル
ニ
於
テ
ヲ
ヤ
即
チ
短
期
刑
ヲ
宣
告
ス
可
キ
初
犯
囚
ニ
対
シ
特
殊
ノ
恩
典
ヲ
附
与
ス
ル
法
制
ハ
先
ツ
北
米
合
衆
国
ニ
創
マ
リ

漸
次
各
国
学
者
ノ
視
聴
ヲ
動
カ
シ
遂
ニ
白
耳
義
、
仏
蘭
西
等
ノ
成
例
タ
ル
ニ
至
レ
リ

改
正
案
ハ
一
般
刑
法
ノ
趨
向
ニ
従
ヒ
刑
ノ
執
行
猶
予
制
ヲ
継
受
シ
短
期
ノ
自
由
刑
ニ
処
セ
ラ
レ
タ
ル
者
ニ
限
リ
一
定
ノ
条
件
ヲ
附
シ
テ
一
時
其
刑

ノ
執
行
ヲ
猶
予
ス
ル
コ
ト
ヲ
得
セ
シ
メ
タ
リ
此
法
制
ニ
依
レ
ハ
一
方
ニ
於
テ
ハ
犯
人
ヲ
罰
シ
テ
而
シ
テ
恕
ス
ル
所
ナ
ク
一
方
ニ
於
テ
ハ
其
刑
ノ
執

行
ヲ
猶
予
シ
テ
而
シ
テ
犯
人
ヲ
シ
テ
善
良
ニ
遷
ラ
シ
ム
ル
ヲ
以
テ
犯
罪
必
罰
ノ
法
理
ノ
適
用
ヲ
必
要
ナ
ル
限
度
ニ
止
メ
タ
ル
モ
ノ
ト
謂
ハ
サ
ル
ヲ

得
ス

刑
ノ
執
行
免
除
ノ
規
定
ハ
現
行
法
第
一
編
第
二
章
第
六
節
仮
出
獄
ノ
規
定
ヲ
補
修
シ
タ
ル
モ
ノ
ナ
リ

（

85）
富
井
は
近
時
の
学
界
の
動
向
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
述
べ
る
。
こ
れ
ま
で
の
よ
う
に
犯
罪
を
見
る
こ
と
が
誤
っ
て
い
る
。
従
っ
て
、
そ
の
処
分
を

決
め
る
こ
と
に
つ
い
て
も
杓
子
定
規
的
に
百
事
を
決
め
る
と
い
う
こ
と
は
よ
ろ
し
く
な
い
。
社
会
学
上
か
ら
見
て
な
る
べ
く
直
せ
る
も
の
は
直
す
、

ど
う
せ
直
せ
な
い
者
は
良
民
の
社
会
か
ら
除
く
、
総
べ
て
活
き
た
方
法
に
よ
っ
て
刑
法
を
改
正
し
て
い
く
と
い
う
趨
勢
に
な
っ
て
い
る
と
思
う
。
刑

事
政
策
と
称
す
る
も
の
は
、
一
九
世
紀
に
お
け
る
刑
法
の
学
問
が
開
け
た
結
果
で
あ
り
、
国
際
刑
事
学
協
会
、
監
獄
会
議
等
の
議
論
を
踏
ま
え
た
上

で
、
も
ち
ろ
ん
完
全
無
欠
で
は
な
い
が
、
本
案
は
作
成
さ
れ
て
い
る
。
富
井
の
新
派
刑
法
学
に
対
す
る
考
え
方
に
つ
い
て
は
、
富
井
政
章
「
刑
法
学

理
ノ
一
新
」（
国
家
学
会
雑
誌
四
九
号
、
一
八
九
一
年
）
を
参
照
。

（

86）
動
議
が
提
出
さ
れ
た
の
は
第
二
読
会
に
お
い
て
で
あ
り
、
議
事
の
進
行
を
妨
げ
る
こ
と
は
あ
ま
り
し
た
く
な
い
、
と
の
言
も
み
ら
れ
る
。
な
お
、

穂
積
八
束
「
憲
法
上
ノ
赦
免
大
権
ト
新
刑
法
案
ノ
刑
ノ
執
行
ノ
猶
予
及
免
除
」（
法
学
新
報
一
三
巻
一
号
、
一
九
〇
三
年
）
を
併
せ
て
参
照
。

（

87）
ま
た
、
監
獄
に
つ
い
て

責
任
あ
る
政

府
が
、
現

在
の
監
獄
で
は
犯
罪
を
学

ば
せ
て
い
る
と
い
う
こ
と
を

公
言
し
て
議
会
に
提
出
す
る
と
は

何
事
か
、

と
も
述
べ
て
い
る
。

（

88）
こ
の

頃
の
執
行
猶
予
に

関
す
る

代
表
的
な
論
考
に
、

岡
田

朝
太

郎
「
（
論

説
）
刑
ノ
執
行
猶
予
」
（
法

律
学

経
済
学

内
外
論

叢
一

巻
三
号
、
一
九

〇

二
年
）
が
あ
る
。

（

89）
前
掲
『
刑
法
〔
明
治
四
十
年
〕（

６
）』
六
・
七
頁
。

（

90）
元
田
肇
の
来
歴
に
つ
い
て
は
、
七
戸
克
彦
「
現
行
民
法
典
を
創
っ
た
人
び
と
（
９
）」（
法
学
セ
ミ
ナ
ー
五
五
巻
一
号
、
二
〇
一
〇
年
）
を
参
照
。

（

91）
前
掲
『
刑
法
〔
明
治
四
十
年
〕（

６
）』

三
九
頁
。

（

92）
衆
議

院
の

委
員
会

委
員
は
井
上
要
、

久
保

田
与
四

郎
、

高
橋

勝
七
（
理
事
）
、

福
留

清
四

郎
、

元
田

肇
、

森
肇
、

丸
山

嵯
峨
一

郎
、
米

田
実
、

鵜
飼

退
蔵
（
委
員
長
）、
政
府
委
員
は
石
渡
敏
一
と
谷
野
格
で
あ
る
。
貴
族
院
に
お
い
て
は
、
子
爵
大
田
原
一
清
、
子
爵
入
江
為
守
、
名
村
泰
蔵
（
委
員
長
）、

男
爵
本
多
政
以
、
石
井
省
一
郎
、
馬
屋
原
彰
、
富
井
政
章
、
菊
池
武
夫
、
鳥
越
貞
敏
が
委
員
に
任
命
さ
れ
た
。
司
法
大
臣
は
波
多
野
敬
直
で
あ
る
。
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（

93）
現
行
刑
法
が
制
定
さ
れ
る
ま
で
、
特
赦
は
明
治
刑
事
訴
訟
法
（
三
三
一
～
三
三
四
条
）
中
に
規
定
が
置
か
れ
、
年
に
よ
っ
て
差
が
あ
る
も
の
の
、

多
い
と
き
に
は
四
〇
〇
人
近
く
が
刑
の
執
行
を
全
部
ま
た
は
一
部
免
除
さ
れ
る
こ
と
が
あ
っ
た
。
特
赦
の
観
念
の
変
遷
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
「
特
赦

の
観
念
と
刑
の
執
行
の
免
除
」（
司
法
法
制
部
季
報
一
三
六
号
、
二
〇
一
四
年
）
を
参
照
。

（

94）
な
お
、
同
法
に
は
ノ
ル
ウ
ェ
ー
法
の
影
響
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
特
に
草
案
二
条
二
号
の
取
消
事
由
お
よ
び
三
条
の
猶
予
期
間
経
過
後
の
効
果
に

つ
い
て
、
同
刑
法
の
考
え
方
を
踏
襲
し
た
と
い
わ
れ
る
（
前
掲
小
野
『
刑
の
執
行
猶
予
と
有
罪
判
決
の
宣
告
猶
予
』
三
四
頁
）
。
ノ
ル
ウ
ェ
ー
の
法
制

は
各
国
が
倣
っ
た
旨
の
指
摘
が
あ
る
（
前
掲
小
河
『
刑
法
改
正
案
ノ
二
眼
目

死
刑
及
刑
ノ
執
行
猶
予
』
一
〇
頁
）
。
法
典
調
査
会
に
よ
る
一
九
〇
二

年
ノ
ル
ウ
ェ
ー
刑
法
の
翻
訳
は
次
の
通
り
（
法
典
調
査
会
『
刑
法
参
考
書
（
那
威
刑
法
）』
成
立
年
不
詳
、
二
〇
・
二
一
頁
）。

第
五
章
刑
ヲ
減
軽
及
ヒ
加
重
ス
ル
事
由

第
五
二
条

裁
判
所
金
刑
六
月
以
内
ノ
拘
留
又
ハ
三
月
以
内
ノ
禁
錮
ヲ
科
シ
タ
ル
場
合
ニ
於
テ
特
別
ノ
減
軽
事
由
ア
ル
ト
キ
ハ
判
決
ニ
於
テ
上
述

セ
ル
刑
ノ
執
行
ヲ
延
期
ス
可
キ
旨
ヲ
規
定
ス
ル
コ
ト
ヲ
得

裁
判
所
ハ
此
際
罪
又
ハ
違
背
ノ
程
度
及
ヒ
之
ヲ
犯
シ
タ
ル
事
由
ノ
外
罪
責
者
ノ
年
齢
及
ヒ
従
前
ノ
経
歴
、
罪
責
者
完
全
且
ツ
正
確
ノ
自
白
ヲ
為
シ

且
ツ
被
害
者
ニ
対
シ
其
要
求
ス
ル
贖
罪
及
ヒ
賠
償
ヲ
為
シ
又
ハ
既
ニ
其
能
力
ニ
応
シ
此
種
ノ
賠
償
ヲ
為
ス
コ
ト
ヲ
明
言
シ
タ
ル
ヤ
否
ヤ
ヲ
斟
酌
ス

可
シ
。
後
述
ノ
場
合
ニ
於
テ
ハ
判
決
ハ
判
決
ニ
於
テ
確
定
シ
タ
ル
期
間
内
ニ
一
定
セ
ル
賠
償
ヲ
為
ス
コ
ト
ヲ
条
件
ト
ス
ル
コ
ト
ヲ
得

第
五
三
条

第
五
十
二
条
ニ
遵
ヒ
宣
告
ヲ
受
ケ
タ
ル
者
其
後
犯
意
ニ
依
リ
罪
又
ハ
違
背
ヲ
犯
シ
因
リ
テ
判
決
ノ
発
布
後
三
年
内
ニ
刑
事
訴
追
ヲ
開
始

セ
ラ
レ
禁
錮
ノ
宣
告
ヲ
受
ク
可
キ
ト
キ
ハ
延
期
シ
タ
ル
刑
モ
亦
之
ヲ
執
行
ス
可
シ
。
新
タ
ナ
ル
可
罰
行
為
犯
意
ニ
依
ル
モ
ノ
ナ
ラ

サ
ル
ト
キ
又
ハ

被
宣
告
者
禁
錮
以

下
ノ
刑
ヲ
宣
告
セ
ラ
レ
タ
ル
ト
キ
ハ
判
決
ニ
於
テ
延
期
セ
ル
刑
ノ
執
行
ハ

爾
後
ニ
於
テ
モ
亦
之
ヲ
延
期
ス
可
キ
ヤ
否
ヤ
ノ
裁
判

ヲ
為
ス
可
シ

賠
償
ノ

履
行
ヲ
条
件
ト
為
ス
場
合
ニ
於
テ
其
期
間
ヲ
遵

守
セ

サ
リ
シ
ト
キ
ハ
其
刑
ハ

常
ニ
之
ヲ
執
行
ス
可
シ

但
シ
其
不
遵

守
被
宣
告
者
ニ

帰
責
シ

難
キ
事
由
ニ
因
ル
ト
キ
ハ
此

限
ニ

在
ラ
ス
。
此
上
述
ノ
事
由
確
定
セ
ラ
レ
タ
ル
ト
キ
ハ
其

問
題
ハ
刑
事
訴
訟
法
第
四

百
八
十
一
条
ニ
遵
ヒ
之
ヲ
裁

判
所
的
裁
判
ニ
付
ス
可
シ
。
裁
判
所
ハ
時
宜
ニ
依
リ
新
期
間
ヲ
指
定
シ
又
ハ
其
条
件
ヲ
消
失
セ
シ
ム
ル
コ
ト
ヲ
得

何
人
ト

雖
モ
自
由
刑
ノ
宣
告
ヲ
受
ケ
其
執
行
ヲ
延
期
セ
ラ
レ
タ
ル
者
判
決
ノ
発
布
後
三
年
内
ニ
判
決
前
ニ
犯
シ
タ
ル

他
ノ
可
罰
行
為
ノ
為

メ
訴
追

ヲ
受
ケ
其

結
果
執
行
ヲ
延
期
セ
ラ
レ

サ
ル
自
由
刑
ヲ
科
セ
ラ
ル
可
キ
ト
キ
ハ
二

個
ノ
行
為
ニ

付
キ

併
合
刑
ヲ
裁
定
ス
可
シ
。
二

個
ノ
行
為
ニ

付
キ

金
刑
又
ハ
其
一
ニ

付
キ
自
由
刑
、
其
一
ニ

付
キ
金
刑
ヲ
科
セ
ラ
レ
タ
ル
ト
キ
ハ
各
場
合
ノ
事

情
ニ
従
ヒ
延
期
セ
ラ
レ
タ
ル
刑
ノ
執
行
ハ

爾
後

尚
ホ

之
ヲ
延
期
ス
可
キ
ヤ
否
ヤ
ヲ
裁
定
ス
可
シ

延
期
シ
タ
ル
刑
ヲ
執
行
セ
サ
ル
ト
キ
ハ
判
決
ノ
発
布
ト
同
時
ニ
贖
償
セ
ラ
レ
タ
ル
モ
ノ
ト
ス
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第
五
四
条

刑
ノ
執
行
ノ
延
期
ヲ
指
定
ス
ル
判
決
ノ
公
告
ノ
際
ニ
ハ
被
宣
告
者
ニ
対
シ
上
述
ノ
規
定
ヲ
告
示
ス
可
シ
。
被
宣
告
者
二
十
一
歳
ニ
達
セ

サ
ル
ト
キ
ハ
判
事
ハ
其
事
情
上
適
当
ト
思
料
ス
ル
熱
誠
ノ
警
戒
及
ヒ
催
告
ヲ
為
ス
可
シ
。
判
事
ハ
又
此
目
的
ノ
為
メ
特
別
ノ
期
日
ニ
被
宣
告
者
ヲ

呼
出
ス
コ
ト
ヲ
得

刑
ノ
裁
量
ニ
付
キ
テ
ノ
手
続
規
則
ハ
刑
ノ
執
行
ノ
延
期
ニ
関
ス
ル
問
題
ニ
適
用
ヲ
有
ス

上
来
本
章
ニ
於
テ
判
決
ニ
付
キ
規
定
シ
タ
ル
事
項
ハ
刑
事
罰
状
ニ
付
キ
之
ヲ
準
用
ス

（

95）『
法
令
全
書
』
明
治
三
十
八
年
四
月
、
二
一
三
・
二
一
四
頁
。
参
考
ま
で
に
、
「
禁
錮
ハ
禁
錮
場
ニ
留
置
シ
重
禁
錮
ハ
定
役
ニ
服
シ
軽
禁
錮
ハ
定
役

ニ
服
セ
ス
禁
錮
ハ
重
軽
ヲ
分
タ
ス
十
一
日
以
上
五
年
以
下
（
後
略
）
」
（
旧
刑
法
二
四
条
）
、
附
加
刑
に
は
、
剥
奪
公
権
、
停
止
公
権
、
監
視
、
罰
金
、

没
収
が
あ
っ
た
（
同
一
〇
条
）。

（

96）
前
掲
岡
本
「
起
訴
猶
予
処
分
、
留
保
処
分
、
刑
の
執
行
猶
予
の
教
育
学
的
考
察
」
一
一
〇
頁
に
示
さ
れ
た
統
計
も
併
せ
て
参
照
。

（

97）
明
治
刑
事
訴
訟
法
下
に
お
い
て
は
、
被
告
人
が
出
頭
し
な
く
て
も
検
事
の
請
求
に
基
づ
い
て
判
決
の
言
渡
し
が
可
能
で
あ
っ
た
（
欠
席
裁
判
、
二

二
六
～
二
三
四
条
）
。
た
だ
し
、
被
告
人
の
欠
席
が
不
利
益
を
招
く
こ
と
は
な
く
証
拠
に
基
づ
い
て
判
決
の
言
渡
し
が
な
さ
れ
、
欠
席
裁
判
の
場
に
お

い
て
も
執
行
猶
予
を
付
す
こ
と
は
あ
っ
た
。

（

98）
前
科
欠
格
者
を
除
外
し
た
値
で
は
な
い
が
、
猶
予
率
が
最
も
高
い
の
は
両
年
と
も
殴
打
創
傷
で
そ
れ
ぞ
れ
一
一

．

四
％
、
一
六

．

一
％
、
窃
盗
は

掲
げ
た
中
で
は
最
低
の
〇

．

四
％
、
〇

．

七
％
で
あ
っ
た
。

（

99）
前
掲
植
野
「
刑
種
の
選
択
と
執
行
猶
予
に
関
す
る
諸
問
題
」
八
五
頁
。
参
考
ま
で
に
、
平
成
二
十
四
年
の
執
行
猶
予
の
期
間
は
、
一
年
以
上
が
五

人
（
〇

．

〇
％
）
、
二
年
以
上
が
九
三
七
人
（
二

．

六
％
）
、
三
年
以
上
が
二
三
九
六
六
人
（
六
六

．

六
％
）
、
四
年
以
上
が
八
〇
三
四
人
（
二
二

．

三

％
）
、
五
年
以
上
が
三
〇
三
九
人
（
八

．

四
％
）
で
あ
る
（
最
高
裁
判
所
事
務
総
局
刑
事
局
「
平
成
二
十
四
年
に
お
け
る
刑
事
事
件
の
概
況
（
上
）
」

法
曹
時
報
六
六
巻
二
号
、
二
〇
一
四
年
、
一
六
三
頁
）。

（

100）
重
罪
は
明
治
四
十
年
に
は
通
常
第
一
審
で
全
体
の
七
三

．

九
％
が

減
軽
さ
れ
た
刑
の
言
渡
し
を

受
け
て
い
る
。

減
軽
の
種

類
お

よ
び

順
序
は
、

宥

恕
、

自
首
、

酌
量
で
あ
る
（
旧
刑
法
九
九
条
）
。
た
だ
し
、

故
殺
に
は

自
首

減
軽
は
適
用
さ
れ
な
い
（
同
八
五
条

但
書
）
。
な
お
、
同
三
十
九
年
十
月

十
二
日
『

読
売

新
聞
』
（

朝
刊
）
に
は
、

大
阪

地
裁
の
「

親
の

仇
討

ち
に

温
情
判
決

殺
人

犯
人
に

異
例
の
執
行
猶
予
」
と
題
し
、

制
度
が

導
入
さ
れ

て
は

じ
め
て
重
罪
に
対
し
て
執
行
猶
予
が
付
さ
れ
た
事

例
を

紹
介
し
て
い
る
。
被
告
人
は
、

妹
の

縁
組
を

拒
絶
さ
れ
た
腹
い
せ
に
父
に
対
し
て
蛸
壷

で
頭
部
を
割
り
重
傷
を
負
わ
せ
た
神
社
の
納
屋
に
寄
留
す
る
「
無

類
の
悪
漢
」
に
対
し
て
、
職
業
用
の
鉄
の
熊
手
で

仇
を

討
ち
と
り

自
首
を
し
た
。

重
禁
錮
十
月
執
行
猶
予
二
年
。
最
後
に
、
「
汝
は
品
行
も
善
良
な
り
、

親
の
危
害
を
救
は
ん
た

め
今
回
の

犯
罪
を
醸
し
た
る
者
と
認
定
し
斯
の
如
き
恩

典
を

与
え
た
る
者
な
れ

ば
、
此
二
年
間
の
執
行
猶
予
期
間
は

勤
め
て

愈
々
品
行
を
善
良
に

持
ち
、

再
び
刑
罰
に

触
れ

ざ
る

様
万
事

注
意
せ

ざ
る

べ
か
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ら
ず
」
と
裁
判
官
が
述
べ
た
と
い
う
。
た
だ
し
、
本
事
件
の
年
号
は
統
計
と
一
致
し
な
い
。

な
お
、
取
消
に
つ
い
て
は
特
別
法
が
実
施
さ
れ
た
期
間
の
統
計
は
見
つ
か
ら
な
か
っ
た
が
、
花
井
卓
蔵
旧
蔵
文
書
に
次
の
資
料
が
残
さ
れ
て
い
る

（
慶
應
義
塾
大
学
図
書
館
所
蔵
花
井
卓
蔵
文
書
「
刑
法
改
正
案
」
貼
付
の
史
料
）
。
す
な
わ
ち
、
司
法
省
第
一
回
の
調
査
に
よ
れ
ば
執
行
猶
予
の
総
数

は
八
三
八
人
、
そ
の
後
取
消
を
受
け
た
者
一
七
人
、
罪
種
の
内
訳
は
賭
博
九
人
、
窃
盗
四
人
、
森
林
法
犯
二
人
、
官
吏
侮
辱
一
人
、
殴
打
創
傷
一
人

で
あ
る
。
取
消
率
（
二
％
）
自
体
は
高
く
な
い
が
、
取
消
ま
で
の
期
間
が
か
な
り
短
い
こ
と
が
推
測
さ
れ
る
。

（

101）
司
法
大
臣
官
房
文
書
課
編
『
司
法
例
規
続
編
』（
明
治
三
十
八
年
四
月
十
五
日
現
行
、
自
治
館
、
一
九
〇
五
年
）
一
四
八
・
一
四
九
頁
。

（

102）
明
治
三
十
八
年
四
月
四
日
訓
第
二
七
四
号
内
務
大
臣
訓
令
。

成蹊法学81号 論 説

46



<<
  /ASCII85EncodePages false
  /AllowTransparency false
  /AutoPositionEPSFiles true
  /AutoRotatePages /None
  /Binding /Left
  /CalGrayProfile (Gray Gamma 2.2)
  /CalRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CalCMYKProfile (Photoshop 5 Default CMYK)
  /sRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CannotEmbedFontPolicy /Warning
  /CompatibilityLevel 1.3
  /CompressObjects /Off
  /CompressPages true
  /ConvertImagesToIndexed true
  /PassThroughJPEGImages true
  /CreateJDFFile false
  /CreateJobTicket false
  /DefaultRenderingIntent /Default
  /DetectBlends true
  /ColorConversionStrategy /LeaveColorUnchanged
  /DoThumbnails true
  /EmbedAllFonts true
  /EmbedJobOptions true
  /DSCReportingLevel 0
  /SyntheticBoldness 1.00
  /EmitDSCWarnings false
  /EndPage -1
  /ImageMemory 524288
  /LockDistillerParams false
  /MaxSubsetPct 100
  /Optimize true
  /OPM 1
  /ParseDSCComments true
  /ParseDSCCommentsForDocInfo true
  /PreserveCopyPage true
  /PreserveEPSInfo true
  /PreserveHalftoneInfo false
  /PreserveOPIComments false
  /PreserveOverprintSettings true
  /StartPage 1
  /SubsetFonts true
  /TransferFunctionInfo /Remove
  /UCRandBGInfo /Remove
  /UsePrologue false
  /ColorSettingsFile ()
  /AlwaysEmbed [ true
  ]
  /NeverEmbed [ true
  ]
  /AntiAliasColorImages false
  /DownsampleColorImages true
  /ColorImageDownsampleType /Average
  /ColorImageResolution 144
  /ColorImageDepth -1
  /ColorImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeColorImages true
  /ColorImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterColorImages true
  /ColorImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /ColorACSImageDict <<
    /QFactor 0.76
    /HSamples [2 1 1 2] /VSamples [2 1 1 2]
  >>
  /ColorImageDict <<
    /QFactor 0.76
    /HSamples [2 1 1 2] /VSamples [2 1 1 2]
  >>
  /JPEG2000ColorACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 15
  >>
  /JPEG2000ColorImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 15
  >>
  /AntiAliasGrayImages false
  /DownsampleGrayImages true
  /GrayImageDownsampleType /Average
  /GrayImageResolution 144
  /GrayImageDepth -1
  /GrayImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeGrayImages true
  /GrayImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterGrayImages true
  /GrayImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /GrayACSImageDict <<
    /QFactor 0.76
    /HSamples [2 1 1 2] /VSamples [2 1 1 2]
  >>
  /GrayImageDict <<
    /QFactor 0.76
    /HSamples [2 1 1 2] /VSamples [2 1 1 2]
  >>
  /JPEG2000GrayACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 15
  >>
  /JPEG2000GrayImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 15
  >>
  /AntiAliasMonoImages false
  /DownsampleMonoImages true
  /MonoImageDownsampleType /Average
  /MonoImageResolution 300
  /MonoImageDepth -1
  /MonoImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeMonoImages true
  /MonoImageFilter /CCITTFaxEncode
  /MonoImageDict <<
    /K -1
  >>
  /AllowPSXObjects false
  /PDFX1aCheck false
  /PDFX3Check false
  /PDFXCompliantPDFOnly false
  /PDFXNoTrimBoxError true
  /PDFXTrimBoxToMediaBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXSetBleedBoxToMediaBox true
  /PDFXBleedBoxToTrimBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXOutputIntentProfile (None)
  /PDFXOutputCondition ()
  /PDFXRegistryName (http://www.color.org)
  /PDFXTrapped /False

  /DetectCurves 0.100000
  /EmbedOpenType false
  /ParseICCProfilesInComments true
  /PreserveDICMYKValues true
  /PreserveFlatness true
  /CropColorImages true
  /ColorImageMinResolution 150
  /ColorImageMinResolutionPolicy /OK
  /ColorImageMinDownsampleDepth 1
  /CropGrayImages true
  /GrayImageMinResolution 150
  /GrayImageMinResolutionPolicy /OK
  /GrayImageMinDownsampleDepth 2
  /CropMonoImages true
  /MonoImageMinResolution 1200
  /MonoImageMinResolutionPolicy /OK
  /CheckCompliance [
    /None
  ]
  /PDFXOutputConditionIdentifier ()
  /Description <<
    /JPN ()
  >>
>> setdistillerparams
<<
  /HWResolution [600 600]
  /PageSize [612.000 792.000]
>> setpagedevice


